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「体育協会」……通称「体協」と言っています。

皆さん、自分の好きなスポーツで、いい汗流してみませんか。4′

志免町体協は、昭和46年発足以来20周年を迎え、今年新たに4団体が加入、現在16団体 (別 表)で

構成され、町民の健康と融和、青少年の健全育成をスローガンに、各部 (協会,ま すます盛んに活動

をしています。

又、地域には、スポーツ愛好者からなるスポーツクラブも増えています。是非、この機会に自分tD

体力を点検 し、自分の好きな自分にあったスポーツに挑戦 してみてください。体協では、町民の皆

さんの入会 を心から歓迎致 します。

今後も皆さんとともに、各種スポーツを通じて、健康で明るい町づくりに努めていきたいと思います。
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名
誉
会
長
　
志
免
町
長
　
南
里
　
久
雄

体
育
協
会
設
立

「
二
十
周
年
」
に
あ
た
り
、　
一

言
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
十
月
ト
ロ
に
発
足
し
て
以
来
、

今
日
ま
で
、
歴
代
会
長
さ
ん
を
中
心
と
し
て
役
員

並
び
に
会
員
各
位
の
ご
努
力
と
ご
尽
力
に
よ
り
、

今
日
、
十
六
団
体
、　
一
、
二
三
〇
有
余
名
の
会
員

を
擁
す
る
に
至

っ
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
ま
こ
と
に
意
を
強
く

い
た
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

「緑

・
健
康

・
教
育
が
調
和
す
る
平
和
な
町

志
免
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
心
豊
か
な
町
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
我
が
町
に
お
い

て
も
、
二
十

一
世
紀

へ
向
け
て
の
社
会
体
育
、

ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
期
待
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。特

に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
充
実
と
、
高
齢

化
に
向
け
て
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
が
必

要
と
さ
れ
る
折
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
考
え

方
が
よ
り

一
層
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
体
育

協
会
の
果
た
す
役
割
も

一
層
大
き
く
な
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

ど
う
か
二
十
周
年
の
節
目
を
契
機
と
し
て
、
き

ら
な
る
体
育
協
会
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
本
町
の
発
展
に
ご
協
力
、
ご

支
援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま

し
て
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

祝
　
　
辞
　
　
　
　
百
済
　
　
学

志
免
町
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
て
、
本
年
で
二

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
旧
役

場
議
事
堂
で
町
内
ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
有
志
の
御
努

力
に
よ
り
結
成
さ
れ
、
加
盟
団
体
、
五
団
体
、
会

員
数
、
二
〇
四
名
で
発
足
し
た
が
、
今
日
で
は
、

十
六
団
体
、
会
員
数
、　
一
、
二
三
〇
名
を
擁
す
る

ま
で
に
至

っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
協
会
役
員
各

位
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
す
る
献
身
的
な
熱
意
の

賜
と
心
か
ら
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
時
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
う
食
生
活
の
向

―■
に
よ
り
、
青
少
年
の
体
位
は
日
覚
ま
し
い
成
長

を
遂
げ
ま
し
た
が
、　
一
方
に
お
い
て
体
力
の
著
し

い
低
下
と
精
神
的
な
も
ろ
さ
が
憂
慮
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ

い
て
警
鐘
が
な
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

青
少
年
は
勿
論
、
国
民
全
体
を
対
象
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
を
普
及
し
、
体
力
の
増
強
と
健
康
の
増
進
、
さ

ら
に
ス
ポ
ー
ツ
ル
ー
ル
厳
守
を
通
じ
て
の
社
会
秩

序
の
確
立
が
目
下
の
急
務
と
思
考

い
た
し
ま
す
。

本
町
体
育
協
会
は
、
平
素
か
ら
こ
の
こ
と
を
自

党
し
て
、
町
民

へ
の
ス
ポ
ー
ツ
浸
透
に
努
力
さ
れ
、

社
会
体
育
と
し
て
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な

が
ら
会
員
相
互
の
融
和
と
明
日
へ
の
活
力
を
養
い
、

「健
康
な
人
づ
く
り
」
と

「
明
る
い
町
づ
く
り
」

に
御
努
力
を
さ
れ
た
結
果
が
、
今
回
の
協
会
の
組

織
規
模
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
御

同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

本
年
九
月
か
ら
は
学
校
で
は
、
第
二
週
土
曜
日

の
休
日
が
確
定

い
た
し
ま
し
た
。
児
童
、
少
年
の

余
暇
時
間
は
益
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で

一
層
の
社
会
体
育
の
充
実
強
化
が
必
要
と
な

っ
て

参
り
ま
し
た
．

い
つ
の
日
か
全
町
民
挙

っ
て
、
人

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
行

い
、
健
康
で

楽
し
く
、
秩
序
正
し

い
明
る
い
社
会
が
来
る
国
の

早
か
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

終
り
に
臨
み
、
協
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員

各
位
の
御
健
祥
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

志
免
町
体
育
協
会
々
長
　
小
林
　
鶴
児

体
育
協
会
二
十
周
年
を
む
か
え
る
に
あ
た
り

一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
町
の
体
育
協
会

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と

相
互
の
融
和
と
連
帯
を
広
め
る
と
と
も
に
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

的
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
十

日

「体
育
の
目
」
に
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
「光
陰
矢
の
如
し
」
月
日
の
立

つ
の
は
早
い
も
の
で
早
や
二
十
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
発
足
当
時
は
、

陸
上
部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
柔
道
部
、

剣
道
協
会
の
五
部
二
〇
四
人
の
会
員

で
発
足
し
た
も
の
で
す
。
当
時
私
も

微
力
な
が
ら
剣
道
協
会
の
理
事
と
し

て
協
力
し
た
も
の
で
す
。
あ
れ
か
ら

二
十
年
の
間
に
は
色
々
な
屈
曲
は
ご

ざ

い
ま
し
た
が
そ
の
間
に
卓
球
部
、

空
手
協
会
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、

相
撲
協
会
、
硬
式
テ
ニ
ス
協
会
、
軟

式
テ
ニ
ス
協
会
、
居
合
道
部
と
ふ
く

れ
あ
が
り
、
今
年
新
た
に
弓
道
部
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
志
免
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
、
太
極
拳
友
会
が
加
入

し
、
現
在
十
六
部

一
、
二
三
〇
人
の

会
員
を
よ
う
す
る
大
き
な
体
育
協
会

と
成
長
致
し
ま
し
た
ｃ
会
員
は
志
免

町
内
の
青
少
年
を
中
心
に
、
成
人
男
女
は
も
と
よ

り
老
人
に
い
た
る
ま
で
広
が
り
、
こ
れ
か
ら
は
町

民
の
総
て
の
皆
さ
ん
が
自
分
に
相

っ
た
ス
ポ
ー
ッ

を
自
由
に
選
び
体
協
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
に

発
展
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
も
こ
れ
ひ
と

え
に
町
長
を
始
め
、
町
関
係
者
、
町
民
の
方
々
の

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
対
す
る
深

い
理
解
と
初

代
会
長
を
始
め
歴
代
会
長
、
役
員
、
そ
し
て
全
会

員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
で
協
力
の
た
ま
も
の
で
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
中
し
上
げ
ま
す
。
最
近
著
し

い
社
会
発
達
か
ら
の
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
飽

食
と
草
社
会
に
よ
る
運
動
不
足
か
ら
く
る
い
ろ
ん

な
傷
害
又
職
場
の
週
休
二
日
制
、
最
近
公
立
学
校

の
五
日
制
導
入
か
ら
く
る
余
暇
時
間
の
増
大
等
体

育
ス
ポ
ー
ツ
の
欲
求
は

一
段
と
強
く
な

っ
て
き
て

お
り
ま
す
。だ
か
ら
今
日
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
叫
ば
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
健
康
で
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
志
免
町
を
築
く

に
は
な
ん
と
云

っ
て
も
町
民
総
参
加
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
、地
域
づ
く
り
に
根
ざ
し
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
い

わ
ゆ
る

「誰
で
も
、ど
こ
で
も
、
何
時
で
も
」
参
加

出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
を
す
る
と
と
も
に
青
少
年

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
等
、
協
会
の
果
す
役
割

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
お
金
や
地
位
で
は
か

え
な
い
も
の
は
何
ん
と
云
っ
て
も
健
康
で
す

「
人
生

最
大
の
幸
福
は
健
康
に
ぁ
り
」
し
か
も
家
族
全
員
が

健
康
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
最
大
の
幸
福
で
あ
り
明
る

い
家
庭
、
明
る
い
志
免
町
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
．
私
も
老
骨
に
鞭
打
ち
な
が
ら
剣
道
や
早
朝

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
が
子
供
達
や
若

い
人

達
と
の
練
習
で

一汗
流
し
た
後
の

一
杯
の
ビ
ー
ル
や

食
事
の
美
味
し
い
こ
と
最
高
で
す
。
こ
れ
こ
そ
健
康

の
証
し
で
は
な
い
か
と
練
習
し
な
い
時
の
味
の
ち
が

い
が
こ
れ
ほ
ど
は

っ
き
り

じ
ゃ

一
ツ
俺
も
、私
も
、

何
か

一
ツ
ス
ホ
ー
ツ
を
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
思
わ

れ
る
よ
う
に
我
々
体
協
会
全
員
が
努
力
と
協
力
す

る
よ
う
新
た
な
決
意
を
も

っ
て

一
致
団
結
邁
進
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ん
の

一

層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
体
協
創

立
二
十
周
年
に
あ
た
り
私
の
ご
挨
抄
と
致
し
ま
す
‥

４
＝

，
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気軽に笑顔でジョギングを(薯朧歩行者同様に

行が原則です
ヽ
′

ノ

町民の皆 さん、周辺の川沿いや広場 をみつけて、装いを変える自然の中を走ってみましょう。

早朝の空気はうまい。夜のしじまもいい。夫婦そろって、親子づれで。一人だっていい。

顔見知 りと出会ったら、気軽に笑顔 をかわして「おはよう、こんばんわ」 さあ、やってみよう。

(散歩の延長の感 じで)

① 河川周回コース (橋をわたる時、車には十分注意を)

☆ 片峰橋～久保田橋～日枝橋～刈屋橋～亀山新橋

☆ 志免橋～吉原大橋～吉原橋

② 鉄道跡地整備道路コース (道路をわたる時、車には十分注意を)

☆ 田富鉦吾町～松ヶ丘団地～志免三堺田～志免二旭町～鉄道公園

☆ 南里駅前～別府一東新町～別府―東本町

～別府五斗蔵

③ その他のコース (車 には十分注意を)

☆ 桜丘 (御 手水池)周辺

☆ 吉 原 田 園 周辺

☆ 博多の森陸上競技場 周辺

陸 上 部 の 主 な成 績

(昭和56年度～昭和60年度 ) (昭和61年度～平成 3年度 )

志免町ジョギングコースの一部を紹介します

く
ヽ_´

年 度 大 会 名 種 日 成 績

61

郡民体育大会 個人 4種 日・リレー 2種 日 優  勝

81 56

郡民体育大会 個人 4種 目・リレー 2種 目 優 勝 県民体育大会 青年女 1800m   堤 美由紀 優 勝

県民体育大会 青年女子砲九投   二田美智子 優 勝 全国青年大会 青年女子800m   堤 美由紀 出 場

全国青年大会 青年女子砲丸投・走高跳  2名 出 場 郡民マラソン 個人 1種 日 白石 貴司 準優勝

郡民マラソン 中学 2年団体・個人 l種 日 優 月券
87 62

郡民体育大会 個人 1種 日・ リレー 1種 目 優 勝

82

郡民体育大会 個人 3種 日・ リレー 2種 目 優 勝 郡民マラソン 学生生徒2000m   田中美智賀 優 勝

県民体育大会 一般女子砲丸投・青年男子400m 優 月券

88 63

郡民体育大会 総合優勝,団体1個人2リ レー1種 優 勝

県民体育大会 青年女子200m   牧野 孝子 優 」券 県民体育大会 青年男子400rn   稲永 明弘 優 勝

全国青年大会 青年女子200m・ 400mリ レー牧野 孝子 準優勝 全国青年大会 青年男子400m   稲水 明弘 3 位

83 58

郡民体育大会 個人 2人 3冠王・リレー 1種 目 優 勝 郡民マラツン 学生生徒2000m   平」| 五月 優 勝

県民体育大会 一般女子100m   牧野 孝子 優 勝

89 Hl
郡民体育大会 総合優勝,団体2個 人4リ レー1種 優 勝

郡民マラソン 中学 2年 団体 準優勝 郡民マラソン 中学 2年団体 優 月券

84 59

郡民体育大会 団体 1,個人 6, リレー 2種 目 優 月券

90 H2

郡民体育大会 団体 1種 目・個人 5種 目 優 勝

県民体育大会 青年女子走幅跳   谷崎ひとみ 優 勝 県民体育大会 青男走高飛,走幅跳・青女三種競技 優 勝

全国青年大会 青年女子走幅跳   谷崎ひとみ 出 場 県民体育大会 手嶋浩二,坂田正文,永江文子 3名 優 勝

郡民マラソン ‐般女子 A2000m  l′ 1岩美代子 準優勝 全国青年大会 青男走高飛,走 幅跳・青女二種競技 出 場

85 60

郡民体育大会 総合優勝,団体 2個 人6リ レー3種 優 勝 郡民マラソン 団体 2種 目・個人 1種 日 優 勝

県民体育大会 一般女子走幅跳   牧野 孝チ 準優勝
91 H3

郡民体育大会 団体 1種 目・個人 2種 目 優 勝

郡民マラソン ‐般女子B2000m  中馬キミ江 準優勝 県民体育大会 青年女子 砲丸投  貞方 尚子 優 勝
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一志
免
剣
道
会
」
は
、
粕
屋
郡
剣
道

連
盟
主
催
の

「第
１
回
粕
屋
郡
剣
道
大

会
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
日
頃
け
い

古
を
し
て
い
た
愛
好
者
有
志
に
よ
り
、

昭
和
２６
年
４
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
３０
年
５
月
に
は
、
小
林
鶴
児
氏

が
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

「
心
正
会
」
を
、

昭
和
５２
年
９
月
に
は
、
宮
川
英
俊
氏
が

桜
丘
地
区
に
、

「桜
武
館
」
を
結
成
さ

せ
、
こ
の
二
つ
の
少
年
剣
道
を
中
心
に

一
つ
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
ｃ

現
在
の
会
員
は
、
下
は
小
学
校

一
年

生
か
ら
、
上
は
熟
年
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
が
あ
り
、
子
ど
も
達

へ
の
き
び
し
い

指
導
や
、
相
互
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
け
い

古
等
を
通
し
、
社
会
で
役
立

つ
人
間
形

成
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、
日
々
け
い

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

と
く
に
剣
道
で
は
、
竹
刀
を
交
え
、

体
と
体
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
に
よ
り
、
ふ

れ
あ

い
が
あ
り
、
厳
し

い
ル
ー
ル
と
礼

儀
に
よ
る
た
め
か
、
多
く
の
人
と
の
友

情
が
、
こ
と
に
深

い
よ
う
で
す
。

「礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
日

本
古
来
の
武
道
で
あ
る
剣
道
っ
と

っ
つ

き
に
く

い
競
技
と
考
え
て
い
る
人
も
多

い
か
と
思

い
ま
す
が
、
決
し
て
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
ｃ

ぜ
ひ
お
近
く
の
道
場
を
の
ぞ

い
て
一剣

道

の
よ
さ
」
を
見

て
く
だ
さ

い
。

心
正
会
の
紹
介

心
正
会
は
、
発
足
し
て
３８
年
目
に
な

り
ま
す
ｃ

体
育
協
会
剣
道
部
に
所
属
し
て
、
小
、

中
学
生
を
中
心
に
、　
一
般

（
Ｏ
Ｂ
）
の

指
導
で
共
に
汗
を
流
し
て
い
る
会
で
す
ｃ

会
の
目
的
は
、
剣
道
の
理
念
を
基
に
、

剣
道
を
通
し
て
、
心
身
共
に
健
全
な
青

少
年
の
教
育
で
す
ｃ

一
年
間
を
通
し
て
毎
週
、
月
、
水
、

金
曜
日
の
午
後
五
時
半
か
ら
八
時
半
ま

で
、
町
民
体
育
館
で
け
い
古
に
励
ん
で

い
ま
す
ｃ

会
員
は
小
、
中
学
生
８７
人
で
す
。

発
足
し
て
１９
年
目
に
、
　
一母
の
会
」

と
し
て
後
援
会
が
結
成
さ
れ
、
会
の
運

営
に
協
力
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

主
な
行
事
と
し
て
は
、
町
武
道
大
会

を
は
じ
め
、
夏
は
　
週
間
の
暑
中
け
い

古
と
納
会
の
剣
道
大
会
、
冬
も

一
週
間

の
寒
け
い
古
と
納
会
の
剣
道
大
会
、
ぜ

ん
ざ

い
会
の
お
鏡
開
き
、
ま
た
対
外
試

合
に
、
年
間
３０
回
以
上
出
場
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
春
に
は
母
の
会
と
共
に

バ
ス
ハ
イ
ク
、
夏
に
は
キ
ャ
ン
ブ
と
遠

足
、
二
月
に
は
お
別
れ
会
、
ま
た
、
「子

ど
も
の
教
育
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
、

指
導
者
と
母
の
会
と
の
つ
ど
い
等
を
開

催
し
て
、
子
ど
も
の
指
導
、
教
育
に
つ

い
て
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
。

心
正
会
は
、
昭
和
３０
年
に
、
現
会
長

の
小
林
鶴
児
氏
が
、
炭
鉱
町
の
す
さ
ん

だ
青
少
年
を
何
と
か
剣
の
道
で
自
信
を

持
た
せ
よ
う
と
発
足
し
ま
し
た
。

会
の
名
は
読
ん
で
字
の
如
く
、
心
の

正
し
い
子
ど
も
の
集
団
に
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
発
足
当
時
は
、
ま
だ
地
域

社
会
と
行
政
も
理
解
が
な
く
、
勿
論
施

設
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
旧
志
免
鉱

業
所
の
北
区
公
民
館
を
借
り
て
け
い
古

を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
後
援
会
も
な
く
、

運
営
費
も
な

い
苦
労
の
連
続
の
中
か
ら

立
ち
上
が

っ
た
会
だ
け
に
、
け
い
古
は

も
と
よ
り
、
礼
儀
作
法
、
こ
と
ば
使

い
、

格
闘
技
だ
け
に
体
力
と
精
神
面
も
厳
し

く
指
導
し
て
い
ま
す
。

入
門
は

一
年
に

一
回
で
、
四
月
の
町

広
報
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

会
の
規
則
は
四

つ
あ
り
ま
す
。

１
、
人
間
し
た
ら
中
学
三
年
生
ま
で
や

め
ま
せ
ん
ｃ

２
、
休
む
時
は
必
ず
届
け
ま
す
〕

３
、
髪
は
丸
刈
り
に
し
ま
す
ｃ

４
、
少
し
殴
ら
れ
て
も
文
句
を

い
い
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
以
上
で
す
。

最
後
に
心
正
会
の
自
慢
は
第

一
に
先

輩
、
後
輩
の
絆
な
の
強

い
こ
と
。
次
に

昭
和
４５
年
の
全
国
錬
成
大
会
優
勝
、
次

に
、
昭
和
４６
年
全
国
中
学
校
優
勝
大
会

二
位
、
そ
し
て
、
け

い
古
に
Ｏ
Ｂ
が
た

く
さ
ん
指
導
に
き
て
く
れ
る
こ
と
で
す
ｃ

こ
の
よ
う
に
、
心
正
会
は
、
厳
し
い

中
に
も
、
子
ど
も
、
Ｏ
Ｂ
、
指
導
者
、

そ
し
て
母
の
会
の
協
力
と
理
解
の
も
と

に
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

桜
武
館
の
紹
介

南
小
学
校
の
体
育
館
を
道
場
と
し
て

週
に
三
日
、
火
、
本
、
土
曜
日
の
午
後

五
時
か
ら
小
、
中
学
生
を
主
体
と
し
て

一
般
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て

剣
道
を
や

っ
て
い
る
桜
武
館
を
紹
介
し

ま
す
ｃ

館
長
と
し
て
、
県
警
察
学
校
の
剣
道

の
指
南
を
な
さ
れ
て
い
る
宮
川
英
俊
先

生
の
指
導
の
も
と
で
け
い
古
し
て
い
ま

す
。
剣
道
と
は
竹
刀
を
持

っ
て
人
と
人

が
叩
き
あ

っ
た
り
、
試
合
で
人
に
勝

つ

こ
と
に
重
点
を
お
い
て
け
い
古
し
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
剣
道
の
目
的

は
、
「有
形
の
技
に
よ

っ
て
無
形
の
心
を

磨
く

一
こ
と
で
あ
り
、
剣
の
理
法
に
従

っ
て
は
中
し
い
け
い
古

（修
練
）
に
よ

り
心
清
く
、
正
し
く
、
邊
し
く
社
会
的

人
間
を
育
成
す
る
こ
と
が
剣
道
の
理
念

で
あ
り
ま
す
、́

と
く
に
育
ち
盛
り
の
小
、
中
学
生
の

剣
道
は
、
心
身
の
鍛
練
に
あ
り
、
精
神

的
訓
練
に
重
き
を
お
き
、
技
術
の
み
に

走
り
勝
負
を
争
う
強
さ
よ
り
も
、
人
に

勝

つ
前
に
自
分
自
身
の
心
に
勝

つ
こ
と

の
大
事
さ
を
教
え
る
。
昔
か
ら
腰
に
た

ば
さ
む
二
本
の
大
小
は
人
を
斬
る
も
の

で
は
な
く
、
我
が
邪
念
悪
念
の
根
を
断

つ
も
の
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
、
剣
の

修
練
の
中
か
ら
偉

い
人
を
多
く
つ
く

っ

て
き
た
そ
の
尊

い
剣
の
道
を
今
日
に
伝

え
ら
れ
た
の
が
剣
道
で
あ
り
ま
す
．

は
げ
し
い
剣
道
の
修
練
の
中
か
ら
、

人
生
を
行
き
ぬ
く
苦
し
さ
、
辛
さ
、
人

の
心
、
正
義
、
礼
儀
を
学
び
と
り
、
と

く
に
人
と
の
交
わ
り
の
大
事
さ
を
知
り
、

剣
道
を
通
じ
て
不
屈
の
精
神
で
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
間
形
成
を
目
指
し
で
け

い
古
に
励
み
、
心
の
修
練
に
励
ん
で
い

る
剣
道
で
す
。

桜
武
館
剣
道
は
以
上
の
よ
う
な
点
に

力
を
注
い
で
指
導
し
て
い
ま
す
。
今
日

の
よ
う
に
乱
れ
に
乱
れ
た
世
相
の
中
に

せ
め
て
子
ど
も
の
成
長
期
の
教
育
を
剣

道
に
訴
え
て
み
で
は
ど
う
で
し
よ
う
か
。

一
度
、
親
子
で
桜
武
館
を
の
ぞ

い
て

み
て
く
だ
さ
い
．

,
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バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

●
現

部

長

名

●
発
足
年
月
日

●
会
　
口員
　
数

●
練

習

会

場

南
里

音
村

名
誉
部
長

部
　
　
長

町

禾

４

１

３５
名

毎
週
本
曜
２０
時

ヽ
２２
時
　
中
央
小
体
育
館

久
巧 雄

発
足
に
至
る
ま
で
の
経
過

昭
和
４２
年
頃
、
そ
れ
ま
で
郡
民
体
育

大
会
の
為
に
、
大
会
の
前
だ
け
練
習
を

行

っ
て
い
た
志
免
中
Ｏ
Ｂ
の
仲
間
が
、

１
年
に

一
度
の
郡
大
会
だ
け
で
は
物
足

ら
な
い
の
で
常
時
練
習
を
行

っ
て
、
他

の
大
会
に
も
出
よ
う
と
い
う
権
丈
泰
典

氏
の
呼
び
か
け
に
よ
り
志
免
中
Ｏ
Ｂ
ｌ０

名
程
度
で
発
足
し
た
。

そ
の
後
の
発
展
期

志
免
中
Ｏ
Ｂ
で
結
成
し
た
の
で
、
発

足
当
時
は
志
免
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
Ｏ
Ｂ

が
コ
ー
チ
と
し
て
毎
日
練
習
に
参
加
、

そ
の
卒
業
生
が
高
校
、
大
学
で
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
な
が
ら
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
、
先
輩
後
輩
の
た
て
の
つ
な
が

り
で
ク
ラ
ブ
を
発
展
、
継
続
さ
せ
、
昭

和
４２
年
か
ら
４９
年
ま
で
郡
民
体
育
大
会

連
続
優
勝
を
行

い
、

４８
年
に
は
町
単
独

チ
ー
ム
で
県
民
体
育
大
会
３
位
と
な

っ

た
．
又
、
個
人
で
は
早
川
清
治
君
が
昭

和
４８
年
よ
り
３
年
連
続
国
民
体
育
大
会

に
出
場
し
た
。
昭
和
４６
年
に
は
町
体
育

協
会
が
創
立
さ
れ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
も
発
足
に
参
加
し
た
。

志
免
中
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
か
ら
の
脱
皮

し
か
し
、
昭
和
４８
年
を
境
に
、
志
免

中
と
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な

っ
た
。
そ

の
反
面
、
志
免
町
の
人
口
急
増
に
伴

い

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
転
入
も

増
え
、
そ
れ
ま
で
の
志
免
中
Ｏ
Ｂ
ク
ラ

ブ
か
ら
志
免
町
の
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
者

へ
の
集
ま
リ

ヘ
と
変
化
し
て

い

っ
た
。

郡
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

へ
の
加
盟

昭
和
５０
年
頃
、
謡
民
体
育
大
会
で
い

つ
も
顔
を
会
わ
せ
て
い
た
、
郡
内
の
各

チ
ー
ム
か
ら
年
に

一
度
だ
け
の
試
合
で

は
物
足
ら
な

い
と
い
う
声
が
出
始
め
、

昭
和
５１
年
郡
体
が
終
わ

っ
た
後
、
そ
の

当
時
郡
体
に
出
場
し
て
い
た
郡
内
５
町

が
集
ま

っ
て
器
の
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

早
速
、
春
と
秋
の
年
２
回
リ
ー
グ
戦
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
試
合
数
が

増
え
る
と
と
も
に
チ
ー
ム
の
日
常
の
練

習
も
活
発
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

全
国
青
年
大
会

へ
の
出
場

郡
協
会
が
設
立
さ
れ
、
試
合
を
重
ね

る
う
ち
に
、
各
町
チ
ー
ム
の
技
術
の
レ

ベ
ル
も
高
く
な

っ
て
い
っ
た
。
昭
和
５７

年
、
各
町
の
選
抜
チ
ー
ム
で
県
民
体
育

大
会
に
出
場
し
た
郡
男
子
青
年
チ
ー
ム

が
、
見
事
優
勝
し
、
全
国
青
年
大
会
に

出
場
。
こ
の
チ
ー
ム
に
は
志
免
町
か
ら

４
人
の
選
手
が
参
加
し
た
．
こ
の
後
も

郡
選
抜
チ
ー
ム
は
男
子
が
２
回
、
女
子

が
２
回
全
国
青
年
大
会
に
出
場
し
、
志

免
町
か
ら
も
４
人
の
選
手
が
参
加
し
た
。

現
在
の
活
動
状
況

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
持

つ
ス
ボ
ー

ツ
特
性
か
ら
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る

者
は
、
学
生
時
代
の
経
験
者
で
、
若
者

が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
幅
な

ク
ラ
ブ
員
の
増
加
は
期
待
で
き
な
い
が
、

み
ん
な
、
ボ
ー
ル
を
手
に
し
て
汗
を
流

す
喜
び
を
知

っ
て
い
る
者
ば
か
り
、
今

後
も
地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

ミ
ニ
大
会
１３
年
目
に
し
て

中
央
小
全
国
大
会
出
場

昭
和
５５
年
、
町
内
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
広
め
よ
う
と
、
町
ク
ラ
ブ
で
は

小
学
生
の
た
め
の
大
会
を
開
催
。
そ
れ

か
ら
今
年
で
１３
年
、
小
学
生
の
ク
ラ
ブ

を
指
導
さ
れ
る
先
生
の
熱
意
で
技
術
力

も
大
幅
に
ア
ッ
プ
、

つ
い
に
今
年
、
中

央
小
の
女
子
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
出
場

の
き

っ
ぶ
を
手
に
し
ま
し
た
。
本
当
に

お
め
で
と
う
。
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会
　
長
　
松
嶋
　
寛
治

志
免
町
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
二
十

周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
心

か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
．
又
、
こ

の
記
念
す
べ
き
年
に
体
育
協
会
の
役
員

と
、
そ
の
構
成
組
織
で
あ
る
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ

い
て
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
私
た
ち
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
も
体

育
協
会
発
足
当
初
か
ら
町
内
有
志
と
し

て
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
四
年

後
の
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
協
会
と
し
て
町
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
普
及
発
展
を
目
指
し
て
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
体
育
協
会
二
十
周
年

を
契
機
に
初
心
に
も
ど
リ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
を
大
き
く
発
展
さ
せ
同
時
に
体

育
協
会
の
核
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思

い
ま
す
。

志
免
四
ミ
ル
キ
ー
　
高
田
　
初
代

練
習
後

の
爽
や
か
な
汗
、

そ
し
て
あ

の

一
杯

の
ビ

ー

ル
こ
れ
が
健
康

の
秘
訣

で

す
よ
／
第
二
、
第
二
の
金

さ
ん
銀
さ
ん
を
目
指
し
て

き
あ
″
は
じ
め
ま
し

よ
う

ス
ボ
ー
ツ
を
…
…
ｃ

公
友
会
男
子
　
　
生
田
　
　
進

私
た
ち
公
友
会
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
で
紅

一
点
で
は
な
く
黒

一
点
の
唯

一
の
男
子
テ
ー
ム
で
す
．
協
会
の
中
で

あ
ば
れ
ま
く
り
男
性
パ
ワ
ー
を
発
揮
し

頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
員
大
募
集
中
／

公
友
会
女
子
　
　
重
光

高
校
生
を
中
心
と
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
や
り
た
い
人
達
の
集
ま
り
で
す
。

楽
し
く
明
る
い
雰
囲
気
で
す
。

今
年
は
今
ま
で
以
上
の
成
績
が
残
せ

る
よ
う
、
ま
ず
は
四
月
の
大
会
に
向
け

チ
ー
ム

一
体
と
な

っ
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
り
た
い

人
、
気
軽
に
体
育
館
へ
足
を
運
ん
で
み

て
下
さ
い
。

鏡
チ
ー
ム
　
　
丸
田
　
香
代
子

バ
レ
ー
を
始
め
て

何
年
も
の
月
日
が
経

っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
じ
年
令
差
、
職

業
の
違
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
中
で
チ
ー
ム
ブ

レ
ー
の
楽
し
さ
、
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
経
験
年
数
を
問
わ

れ
る
と
、
ウ
ン
／
と
考
え
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
バ
レ
ー
の
好
き
な
集
ま
り

だ
か
ら
、
励
ま
し
と
暖
か
さ
に
さ
さ
え

ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
幸
せ
に
思
う
の
で
す
。

年
令
に
終
わ
り
な

い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
協
会
三
年
生
　
グ
レ
イ
ス

早
い
も
の
で
バ
レ
ー
協
会
に
登
録
さ

せ
て
い
た
だ
き
三
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
．
仲
間
に
は
十
年
以
上
も
バ

レ
ー
を
し
て
い
る
人
が
何
人
も

い
る
の

で
す
ｃ

年
令
の
増
加
と
共

に
勝
ち
よ
り
も
体
力

・
健
康
維
持
、
ス
ト

レ
ス
解
消
等
の
た
め

と
、
こ
れ
か
ら
頑
張

ろ
う
と
思
う
人
と
の

間
に
生
ず
る
気
持
の

ず
れ
が
社
会
体
育
と
、

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
の
違

い
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

私
達
は
、
本
来
の
社
会
体
育
チ
ー
ム

を
目
標
と
し
て
、
こ
の
気
持
ち
に
賛
同

し
て
入
部
し
て
く
れ
た
友
、
老
若

い
り

交
り
年
令
に
終
わ
り
な
い
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
楽
し
む
つ
も
り
で
す
。

一
マ
イ
ン
ズ
志
免
」

片
岡
　
友
子

二

・
三
年
の
間
に
、
若

い
方
が
増
え

活
気
に
満
ち
た
二
時
間
の
練
習
で
す
。

そ
の
為
、
体
育
館
も
時
に
保
育
園
に
早

変
り
、
試
合
当
日
は
、ビ
デ
オ
片
手
に
お

父
さ
ん
達
、
子
供
達
の
熱

い
応
援
に
、

い
つ
も
の
倍
張
り
切
る
私
達
で
す
。

練
習
は
き
び
し
い
で
す
が
、
大
き
な

声
を
出
し
、
汗
を
出
し
さ
わ
や
か
な
気

分
に
ひ
た
る
の
で
す
。

一
ス
マ
イ
ル
と
の
出
合

い
」

茨
木
　
由
子

七
年
前
志
免
町
に
転
入
し
中
学
時
代

に
や

っ
た
バ
レ
ー
が
忘
れ
ら
れ
ず
チ
ー

ム
を
捜
し
に
出
ま
し
た
。
今
思
う
と
内

気
な
私
が
よ
く
や

っ
た
も
の
だ
と
思

い

ま
す
ｃ
た
ま
た
ま
同
じ
ビ
ル
の
テ
ー
ム

メ
イ
ト
の
紹
介
で
入
部
で
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
子
供
を
生
み
育
て
退
部
期
間

の
方
が
長
か

っ
た
け
れ
ど
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
に
助
け
ら
れ
ブ
レ
ー
だ
け
で
な
く

人
と
の
ふ
れ
合

い
の
楽
し
さ
も
学
べ
今

で
は
ス
マ
イ
ル
チ
ー
ム
が
可
愛
く
思
え

ま
す
。
試
合
の
勝
ち
負
け
よ
り
も
皆
ん

な
の
気
持
ち
が

一
つ
に
な

っ
て
喜
び
合

え
る
の
が
と
で
も
嬉
し
い
ん
で
す
。

バ
レ
ー
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
方

々
と
知
り
合
え
て
本
当
に
良
か

っ
た
と

思

っ
て
い
ま
す
ｃ

皆
さ
ん
／

一
度
ス
マ
イ
ル
に
入

っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
子
連
で
も
大
歓
迎
で
す
。

．泉
桜
」
　

　

　

一

監
督

・
コ
ー
チ

・
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

・
部
員
十
六
名

の
テ
ー
ム
で
す
。
経
験
の

あ
る
な
し
に
、
白

い
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
て

汗
流
し
て
い
る
の
で
す
ｃ

試
合
で
は
、
い
つ
も

一も
う

´
歩
だ

っ
た
ね
。」

林
　
た
か
子

と
反
省
し
な
が
ら
、
め
げ
ず
に

「
又
、

水
曜
日
ね
。」
と
声
掛
け
合
う
楽
し
い
仲

間
達
で
す
。

こ
ん
な
泉
桜
の
テ
ー
ム
メ
イ
ト
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

．ミ
ラ
ク
ル
施
風
を
」田

邊
　
比
都
美

優
し
さ
と
、
き
び
し
き
、
素
適
な
監

督
、

コ
ー
チ
に
は
ぐ
く
ま
れ
練
習
を
続

け
て
い
ま
す
。
笑

い
、
叱
咤
、
激
励
、

時
に
は
涙

（
く
や
し
、
う
れ
し
）
年
を

忘
れ
て
コ
ー
ト
の
中
を
か
け
め
ぐ
り
、

清
ら
か
な
額
？
に
汗
し
て
い
ま
す
。

一
年

に

一
度
の

旅
行
も
大
分

へ
、

長
崎
へ
と
回
を
重

ね
ま
す
ち

や
さ
し

い
主
人
と
子
供
達

の
思
い
や
り
で
。

今
年
は
チ
ー
ム

の
名
の
よ
う
に
奇

跡
を
起
こ
し
た
い

と
燃
え
て
い
ま
す
。
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し

バ
レ
ー
大
好
き

小
学
生
男
子
　
大
和
　
美
津
代

志
免
町
全
域
か
ら
バ
レ
ー
大
好
き
な

ル
供
達
が
集
ま

っ
た
男
子
チ
ー
ム
で
す
ｃ

八
年
目
を
迎
え
た
今
、
郡
内
で
も
ト

ノ
フ
ク
ラ
ス
に
成
長
し
、
数
多
く
開
催

さ
れ
る
大
会
で
は
す
ば
ら
し
い
成
績
を

収
め
昨
年
の
ラ
イ
オ
ン
カ
ッ
プ
で
は
県

二
位
と
な
り
ま
し
た
。

監
督

・
コ
ー
チ

・
保
護
者
の
見
守
る

中
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
人
間
形
成
に

「七

つ
の
誓

い
」
を
教
訓
と
し
て
、
益
々
飛

躍
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
ｃ

志
免
中
央
小
ジ

ュ
ニ
ア

個
性
の
ち
が
う

一
人

一
人
が

一
つ
の

日
標
に
向
か

っ
て

＾
つ
に
な
れ
る
そ
ん

な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き
な
子
供
達
が

集
ま

っ
て
楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
〕

目
標
は
全
国
制
覇
と
夢
は
デ
ッ
ヵ
ク

持

っ
て
元
気

一
杯
頑
張
り
ま
す
。

志
免
東
小
学
校
ジ

ュ
ニ
ア

「
元
気
な
声
」
が
体
育
館

い
っ
ば

い

に
こ
だ
ま
し
ま
す
ｃ
明
る
く
、
楽
し
く

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張

っ
て
練
習
し
て
い

ま
す
。
今
年
は

「
ま
ず

一
勝
」
が
皆
な

の
合
言
葉
で
す
。

志
免
南
小
学
校
ジ

ュ
ニ
ア

昨
年
は
、
粕
屋
郡
内
の
大
会
等
で
数

回
優
勝
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を

い
か
し
今
年
も
優
勝
に
向
か

っ
て
フ

ァ
イ
ト
で
頑
張
り
た

い
と
思

い
ま
す
．

（別
府

一
）
碇
　
　
俊
行

卓
球
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
「華

や
か
さ
」
は
あ
り
ま
せ
ん
が
最
近
は
、

ユ
ニ
ホ
ー
ム
も
カ
ラ
フ
ル
に
楽
し
く
な

り
、
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
て
来

ま
し
た
。

仕
事
を
終
え
、
汗
を
流
し
な
が
ら
の

練
習
は
　
日
の
疲
れ
も
吹
き
飛
ば
し
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
大
会
も
多
く
、
練
習

の
成
果
を
た
め
す
機
会
も
あ
り
ま
す
。

思

い
ど
う
り
に
ボ
ー
ル
を

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
た
時
の
気
分
は
最
高
で
す
ｃ

練
習
日
は
、
火

・
本

・
金

・
土
曜
日

七
時
半
か
ら
志
免
中
学
校
卓
球
場
に
於

て
…
…
ｃ

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
た

い
な
と
思
わ
れ

る
方
、
楽
し

い
雰
囲
気

の
中

で
プ
レ
ー

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

志 免 町 卓 球 部 員

粕 屋 郡 卓 球 大 会

ヽ_′
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会 長 :高尾 和夫

会員数 :約 80名
練習日 :日 曜日

練習時間 :午前10時 ～ 12時

練習場所 :旧役場横テニスコー ト

連 絡 先 :藤 龍己 TEL935-1001

（桜
丘
四
）
大
平
　
純
子

西
宮
市
か
ら
志
免
町

へ
引

っ
越
し
て

早
い
も
の
で
二
年
半
に
な
り
ま
す
．

こ
ち
ら
に
き
て

一
番
驚

い
た
事
は
、

町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
無
料
で
使
用
で

き
る
、
と
い
う
事
で
し
た
。
テ
ニ
ス
好
き

の
私
達
夫
婦
に
と

っ
て
、
と
て
も
有
難

い
事
で
し
た
。
そ
こ
で
練
習
し
て
い
る

う
ち
に

一
緒

に
ア
レ
ー
す
る
友
達
も
出

来
、
彼
女
達
か
ら
志
免
町
硬
式
テ
ニ
ス

協
会
の
事
を
聞
き
、
早
速
入
会
し
ま
し

た
。
平
日
は
、
友
達
同
士
誘

い
あ

っ
て

集
ま
り
、
練
習
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
土

。
日
曜
日
に
は
朝
早

く
か
ら
日
の
暮
れ
る
ま
で
、
老

い
も
若

き
も
、
男
も
女
も
入
替
わ
り
立
ち
返
り

の
賑
わ
い
で
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子

ダ
ブ
ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の
壮

絶
な
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

皆
本
当
に
元
気
で
パ
ワ
フ
ル
で
根
性

が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
と
い
う
と
、
最

近
体
力
気
力
の
衰
え
を
感
じ
つ
つ
？
皆

の
足
を
引

っ
張
り
な
が
ら
頑
張

っ
て
い

ま
す
。

春
と
秋
に
は
ス
ク
ー
ル
も
開
か
れ
、

有
志
の
熱
心
な

コ
ー
チ
達
の
も
と
で
、

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
指
導
を
受

け
る
事
が
出
来
ま
す
。
そ
の
仕
上
げ
と

し
て
、
年
二
回
親
睦
を
兼
ね
た
町
大
会

が
あ
り
、
団
体
戦
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
の
打
上
げ
で
、

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
も
の
ま
ね

（
ラ

ケ
ッ
ト
の
打
ち
方
）
等
あ
り
、
大
変
成
一

リ
ト
が
り
ま
す
。

他
に
も
、
夫
婦
大
会
が
年
二
回
あ
り

日
頃
運
動
不
足
の
父
ち
ゃ
ん
の
お
尻
を

た
た
い
て
頑
張
る
ペ
ア
、
父
ち
ゃ
ん
が

母
ち
ゃ
ん
の
カ
バ
ー
を
し
て
走
り
ま
わ

る
ベ
ア
、
け
ん
か
を
し
て
い
て
も
こ
の

日
ば
か
り
は
仲
の
良

い
ふ
り
を
す
る
ペ

ア
、
逆
に
け
ん
か
に
な

っ
て
し
ま
う
ペ

ア
等
、
各
々
の
夫
婦
の
個
性
が
出
て
愉

快
な
大
会
で
す
。

昨
年
の
郡
民
体
育
大
会
団
体
戦
で
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
実

っ
て
、
女
子

優
勝
、
　

男
子
二
位
と
輝
か
し
い
成
績

を
修
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
様

に
言

い
ま
す
と
、
す
ご
腕
の
人
達
ば
か

り
で
、
テ
ニ
ス
を
し
た
く
て
も
恐
れ
お

の
の
き
、入
会
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
、

と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ｃ

で
も

私
の
様
に
美
容
と
健
康
維
持
の
為

に
マ

イ
ベ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
い
る
人
も

い
ま

す
の
で
、
あ
な
た
も
仲
間
に
入

っ
て
、

一
緒
に
良

い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
？

た
く
さ
ん
の
方
の
御
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

（ひ
ま
わ
り
台
）
松
本
　
千
恵
子

硬
式
テ
ニ
ス
を
始
め
て
、
も
う
何
年

に
な
る
か
な
あ
？
時
々
、
初
め
て
ラ
ケ

ッ
ト
を
握

っ
た
時
の
事
を
思
い
出
し
ま

す
．
あ
の
頃
は
、
二
～
三
ヶ
月
も
練
習

を
す
れ
ば
、
上
手
な
人
達
と
同
じ
様
に

打
て
る
と
、
本
当
に
思

っ
て
い
ま
し
た
ｃ

そ
れ
が
、
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
奥
が
深
く

難
か
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
い
う
事
が
分

っ
た
の
は
、
ど
れ
く
ら
い
た

っ
て
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

ボ
ー
ル
は
、
な
か
な
か
思
う
様
に
は

飛
ん
で
い
っ
て
く
れ
ず
、
や

っ
と
相
手

に
返
し
た
と
思
え
ば
、
敵
の

一
撃
を
く

ら

っ
て
ガ
ッ
ク
リ
″
ス
ト
ロ
ー
ク
が
、

う
ま
く
打
て
る
様
に
な
れ
ば
、
ボ
レ
ー

が
で
き
な
く
な
り
、
ボ
レ
ー
が
う
ま
く

打
て
る
様
に
な

っ
た
と
思
え
ば
、
サ
ー

ブ
が
打
て
な
く
な
り
…
…
そ
の
繰
り
返

し
。
そ
れ
を
ス
ラ
ン
プ
と
言
え
ば
、
「わ

た
し
た
ち
の
技
術
で
は
、
ス
ラ
ン
プ
と

は
言
わ
な
い
。

」
と
、
人
が
笑
う
。
そ
れ

で
も
、
自
分
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
ス
ー

ハ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
、
忘
れ
ら
れ
な
く
、

テ
ニ
ス
の
と
り
こ
に
な

っ
て
、
練
習
に

励
ん
で
い
る
の
で
す
。

夏
の
暑

い
盛
り
、
真

っ
黒
に
日
焼
け

し
、
シ
ミ
が
増
え
よ
う
と
も
、
雪
の
散

ら
つ
く
寒

い
冬
、
ガ
タ
ガ
タ
震
え
な
が

ら
コ
ー
ト
に
立

つ
こ
の
気
持
ち
は
、
テ

ニ
ス
を
し
て
い
る
仲
間
な
ら
分
る
は
ず
。

そ
れ
ほ
ど
魅
力
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
す
。
こ
ん
な
に
ハ
ー
ド
で
楽
し

い
テ

ニ
ス
と
仲
間
に
め
ぐ
り
会
え
て
、
本
当

に
幸
せ
で
す
３
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空
手
と
胸
中

道
　
場
　
訓

案
浦
　
　
恒

一
、
人
格
完
成
に
努
む
る
こ
と
。

一
、
誠
の
道
を
守
る
こ
と
。

一
、
努
の
精
神
を
養
う
こ
と
ｃ

一
、
礼
儀
を
重
ん
ず
る
こ
と
．

一
、
血
気
の
勇
を
戒
む
る
こ
と
。

こ
れ
が
、
日
本
空
手
協
会
の
道
場
訓
で

あ

る

。
僕
は
現
在
高
校
二
年
生
、
こ
の
道
場

訓
を
何
度
口
に
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

幼
小
の
頃
か
ら
、
空
手
を
し
て
き
た
。

ダ
メ
な
空
手
と
言
わ
れ
続
け
て
、
何
が

ダ
メ
な
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
そ

れ
で
も
が
む
し
ゃ
ら
に
自
分
な
り
に
頑

張

っ
て
、

い
ろ
ん
な
事
が
わ
か
り
自
分

一
人
で
空
手
を
し
て
き
た
つ
も
り
が
、

い
ろ
ん
な
人
に
助
け
て
も
ら

っ
て
、
や

っ
ぱ
り
己

一
人
じ
ゃ
空
手
は
お
ろ
か
、

何
も
で
き
な
か

っ
た
。
悔
し
さ
だ
け
で

は
本
当
の
強
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
人
の
痛

み
や
優
し
さ
な
ん
て
、
と
て
も
分
か
ら

な
か

っ
た
。
人
を
疑
う
よ
り
純
粋
に
人

を
信
じ
、
憎
む
よ
り
人
を
愛
す
る
力
強

さ
を
、
自
分
は
学
ん
だ
ｃ

僕
が
学
ん
だ
事
を
後
に
続
く
後
輩
に

も
、
ぜ
ひ
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
道
場
訓
を
自
分

の
胸
に
し

っ
か
り
刻
み
こ
ん
で
、
世
利

先
生
を
始
め
諸
先
輩
の
方
々
の
ご
指
導

の
も
と
に
、
今
後
も
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
と
空
手

横
田
　
貴
美
子

私
が
空
手
を
習

い
始
め
た
の
は
、
小

学
二
年
の
時
で
す
。
お
父
さ
ん
が
、
空

手
を
や

っ
て
み
る
か
、
と
さ
そ

っ
て
く

れ
て
、
い
っ
し
ょ
に
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
練
習
を
見
て
い
る
う
ち
に
や

っ
て

み
た
く
て
入
り
ま
し
た
。
初
め
は
よ
く

わ
か
ら
な
く
て
な
か
な
か
で
き
な
か

っ

た
け
ど
、
何
回
も
何
回
も
練
習
を
し
て

い
く
う
ち
に
少
し
ず

つ
お
ぼ
え
て
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
の
こ
ろ

は
試
合
に
出
て
も
、　
一
回
戦
負
け
ば
か

り
で
く
や
し
く
思

い
ま
し
た
。

『
い
つ

か
き

っ
と
入
賞
す
る
ぞ
」
と
思

っ
て
が

ん
ば

っ
た
ら
二
年
生
の
時
に
全
国
大
会

に
出
場
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
と
て

も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
で
も
そ
の
時

は
、

い
い
成
績
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
ｃ
全
国
大
会
で
も
人
賞
し
た
い
と
思

い
続
け
て
、
週
五
回
の
練
習
を
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
時
に
は
練
習
が
き
つ
く
て

い
や
に
な

っ
た
り
、
お
も
し
ろ
く
な
く

て
や
め
た
い
と
思

っ
た
こ
と
が
あ

つ
た

け
ど
、
そ
れ
を
が
ま
ん
し
て
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
四
年
生
の
全
国
大

会
の
時
出
場
し
て
、
組
手
の
部
で
準
優

勝
、
型
の
部
で
四
位
で
し
た
。
今
ま
で

が
ん
ば

っ
て
き
た
成
果
だ
と
思

い
ま
し

た
。
お
か
げ
で
何
ご
と
で
も
が
ん
ば

っ

て
続
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
帰
り
に
は
東

京
見
物
、
デ
イ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
も
行

っ
て
と
て
も
楽
し
い
思

い
出
も
出
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
全
国
大
会
に
出
場

し
て
入
賞
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
と
思

い
ま
す
。

.|て]´
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志
免
町
相
撲
協
会

相
撲
協
会
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
と
、
相
撲
の
並
日
及
発
展
を
願

い
、
昭

和
五
十
五
年
五
月
発
足

い
た
し
ま
し
た
。

「礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
る
」
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
礼
儀
を
重
ん
じ
、

体
力
向
上
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

平
成
二
年
に
は
国
民
体
育
大
会
、
相

撲
競
技
が
、
本
町
で
開
催
さ
れ
、
相
撲

協
会

一
同
、
初
心
に
も
ど
り
、
頑
張
り

た
い
と
思

い
ま
す
。

志
免
西
小
六
年
　
黒
瀬
　
光
生

ぼ
く
が
相
撲
教
室
に
入

っ
た
き

っ
か

け
は
、
四
年
生
の
時
、
石
投
相
撲
に
出

場
し
、
団
体
戦
で
も
、
個
人
戦
で
も
、

良
い
成
績
が
残
せ
な
か

っ
た
の
で
、
も

っ
と
強
く
な
り
た

い
と
思

い
、
相
撲
教

室
に
入
部
し
ま
し
た
。

始
め
は
、
友
達
が

い
な
く
寂
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
が
、
何
回
か
行
く
と
、

す
ぐ
に
友
達
に
な
り
、
他
の
学
校
の
友

達
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

練
習
は
き

つ
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
大

会
で
良

い
成
績
が
残
せ
る
と
、
練
習
の

き
つ
さ
は
、
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

相
撲
教
室
に
入

っ
て
、
始
め
て
の
大

会
が
、
福
岡
県
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
で

し
た
ｃ

ぼ
く
た
ち
は
、
志
免
、
宇
美
、
篠
栗

の
合
同
チ
ー
ム
で
、
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
チ

ー
ム
で
出
場
し
、
Ａ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
、

Ｂ
テ
ー
ム
が
三
位
で
し
た
。

個
人
戦
で
は
、
三
位
決
定
戦
で
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
始
め
て
の
大
会

で
、
色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
出
場
し
て
い

る

（糸
島
、
北
九
州
）
選
手
と
話
し
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

五
年
生
、
六
年
生
と
、
県
大
会
で
団

体
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

九
州
大
会
に
出
場
す
る
前
は
、
志
免
、

宇
美
、
篠
栗
の
選
手
と
、
合
同
練
習
を

し
、
い
い
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
っ

九
州
大
会
に
出
場
す
る
前
に
、
若
杉

山
監
督
か
ら
「相
撲
は
、
負
け
て
も
い
い

け
ど
、
あ

い
さ
つ
や
、
礼
儀
は
他
の
チ

ー
ム
に
負
け
る
な
」
と
言
わ
れ
、
み
ん
な

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
相
撲
教
室
で
お
そ
わ

っ
た
、
あ

い
さ
つ
や
、
礼
儀
を
守

っ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
ｃ

志
免
南
小
六
年
（桜
丘

一
）

南
　
建
三

ぼ
く
は
、
相
撲
協
会
に
入
部
し
て
、

一
番

い
い
と
思

っ
た
こ
と
は
、
郡
大
会

や
県
大
会
に
参
加
し
て
、
色
々
な
人
た

ち
と
友
達
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。

も
う
ひ
と

つ
は
、
相
撲
は

一
対

一
の

競
技
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
県
大
会
な

ど
に
出
場
す
る
と
、
同
じ
粕
屋
郡
の
選

手
が
、

い
っ
ぱ

い
応
援
し
て
く
れ
て
、

互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

知

っ
た
こ
と
で
す
ｃ

今
ま
で
の
大
会
の
中
で
、
思

い
出
に

残

っ
た
試
合
は
、
平
成
一一
年
の
九
州
大

会
で
す
。
福
岡
県
大
会
で
優
勝
し
、
こ

の
大
会
に
出
場
す
る
と
、
他
の
大
会
と

は
ち
が

い
、
レ
ベ
ル
が
高
く
、
団
体
戦

で

一
人
で
も
気
を
抜
く
と
敗
け
て
し
ま

い
ま
す
ｃ

ぼ
く
は
副
将
で
戦

い
ま
し
た
。
団
体

戦
で
は
、
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
熊

本
県
選
抜
チ
ー
ム
に
二
勝
三
敗
で
敗
け

て
し
ま

い
ま
し
た
ｃ
九
州
大
会
に
む
け

て
の
練
習
は
、
も
の
す
ご

い
練
習
で
、

今
考
え
る
と
、
よ
く
頑
張
れ
た
な
あ
―

と
思

い
ま
す
ｃ

相
撲
協
会
に
入
部
し
、
ま
ず
「礼
儀
」

「あ

い
さ
つ
」
を
教
わ
り
、
一な
に
ご
と

も
、　
一
生
懸
命
す
る
こ
と
」
そ
の
他
色

々
な
こ
と
を
、
教
わ
り
ま
し
た
。

監
督
が
、
日
本

一
教
え
か
た
が
う
ま

い
の
で
、
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
と
思

い
ま

す
ｃ
中
学
生
に
な

っ
て
も
、
で
き
る
だ

け
相
撲
協
会
に
協
力
し
た

い
と
思

い
ま

十
′ｃ

わんぱく相撲九州大会に参加 して (準優勝 )

於 熊本市

親と子の相撲教室を開催
於 志免町岩崎神社

わんぱく相撲福岡県大会に参加 して (於 岡垣町 )

粕屋郡民体育大会において青年の部、一般の部
優勝 於 宇美町

わんぱく相撲九州大会
個人優勝 於 福岡市
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初
代
協
会
長
　
　
　
外
園
　
雅
敏

初
代
協
会
長
と
し
て
、
記
念
誌
に
原

稿
を
寄
せ
て
下
さ
い
と
電
話
を

い
た
ヾ

き
十
五
年
前
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

町
主
催
の
町
内
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
参
加
し
て
、
社
会
性
と

マ
サ
ー
の

向
卜
の
た
め
、
北
区
の
大
熊
さ
ん
土
師

さ
ん
、
亀
山
の
中
５
さ
ん
か
ら
ど
う
か

し
よ
う
と
話
が
持
ち
出
さ
れ
、
私
が
音

村
ス
ポ
ー
ツ
店
と
交
渉
し
て
執
行
さ
ん

に
相
談
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
を

創
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。

各
地
域
町
内
会
に
チ
ー
ム
造
り
を
呼

び
か
け
た
の
で
す
が
、
リ
ー
グ
戦
参
加

を
申
し
出
た
の
は
九
州
産
交
、
北
区
、

亀
山
、
志
免
五
、
丸
商
の
五
チ
ー
ム
で

何
事
も

一
か
ら
し
か
出
発
で
き
な

い
と

協
会
を
誕
生
さ
せ
リ
ー
グ
戦
を
始
め
秋

季
か
ら
目
枝
、
向
ヶ
丘
、
田
富
が
加
入

し
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
リ
ー
グ
戦
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
丸

い
大
き
な
心
を
育
て

よ
う
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
識
る
こ
と
で

各
人
が
、
自
分
を
変
え
よ
う
と
す
る
、

自
分
が
変
れ
ば
他
人
も
変
り
、
志
免
町

が
変
る
と
念
じ
て
初
代
会
長
を
務
め
ま

し
た
、
小
原
先
生
を
迎
え
て
審
判
実
技
、

天
満
先
生
を
迎
え
て
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
の

投
法
の
習
得
を
行

い
ま
し
た
．

生
涯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
筋
と
き
め
て

い
る
者
で
す
か
ら
御
指
導
を
お
願

い
し

ま
す
。

久
光
　
勝
人

志
免
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
発
足

以
来
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
ｃ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
子
供
の
と
き
か
ら

親
し
ん
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
発
足
当

時
の
三
十
代
、
四
十
代
の
人
達
が
子
供

の
頃
は

「
六
三
制
」
野
球
ば
か
り
が
う

ま
く
な
り
と
云
わ
れ
た
頃
で
町
の
公
民

館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
昔
取

っ
た
杵
束
で
ボ
ー
ル
と
グ

ロ
ー
ブ
を
持

っ
て
集
ま
リ
チ
ー
ム
を
作

っ
た
の
が
始

ま
り
で
、
五
十
三
年
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
が
発
足
し
、
歴
代
の
会
長
、
役
員

の
努
力
と
グ
ラ
ン
ド
借
用
に
協
力
し
て

下
さ

っ
た
東
中
学
と
御
指
導
及
び
協
力

し
て
下
さ

っ
た
体
協
の
百
済
、
小
林
会

長
、
社
会
教
育
課
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
で

す
。
健
康
な
生
活
を
送
る
に
は
何
か
ス

ポ
ー
ツ
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
子
供
か
ら
還
歴
近
く
の

人
ま
で

一
緒
に
で
き
、
又
町
民
の
融
和
が

で
き
ま
す
。

十
五
年
の
歴
史
を
ふ
り
返

っ
て
今
後

の
発
展
を
期
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

【平
成
三
年
度
】

二
月
　
町
長
杯
、
リ
ー
グ
開
幕

六
月
　
粕
屋
郡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

七
月
　
町
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

八
月
　
中
高
生
球
技
大
会
審
判
協
力

郡
民
体
育
大
会
、
準
優
勝

十
月
　
粕
屋
郡
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【平
成
二
年
】

二
月
　
町
長
杯
大
会
、
リ
ー
グ
開
幕

五
月
　
志
免
町
成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
月
　
粕
屋
郡
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

七
月
　
郡
民
体
育
大
会
参
加

志
免
町
ジ

ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

最 多勝 利 投 手
A平 島 征 文  8-2
B松時 正 和  6-3

リー ク優 勝

A大町 ノ`フ トク ラブ  0.833
B九 州 産 交 ク ラ ブ   1.000

首 位 打 者

A山 口勝 夫 (サ ンデ ー )0.577
B加 賀 田 賢 治 (向 ヶf■_,0.424

本 塁 打 王

A山 [」 勝 夫        13
B加賀 田 賢 治      4

打 点 王

A山 国月′寿夫      31
B力 |]:賀 Fl贄〔,台        17

盗 塁 王

A牟 田 ll武 史      14
B加戸 一 夫        7

リー グ優 勝

Aサ ンデ ~ス      0.916
B ,売            0833

首 位 打 者

A鈴木 正 美 (サンデース

'0.607B‐占庄 イ言一 貞6 1鏡 )   0.600
本 塁 打 王

A鈴木 正 美 (サ ンデ ー ス

' 10B堤  由郎 (鏡,     6
打 点 王

A鈴 木 正 美 (サ ンデ ~ス )22
B古庄 信 ―郎 〔鏡 )   19

盗 塁 王

A山下 晴 寿 〔志 免 五 )  4
Bユ是  由貞|`(多売)     9

【平
成
元
年
】

二
月
　
町
長
杯
、
リ
ー
グ
開
幕

五
月
　
成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
月
　
粕
屋
郡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加

七
月
　
ジ

ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
　
中
高
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
協
力

盗 塁 王

A堤  由郎  7
B渡辺  太  8

最 多勝 利 投 手

A西 田 数 年  7-0
B」ヒ :三良「  6-0

リ ー グ優 勝

A亀 山 ロ ビ ン ス

Bイ ー グ ル ス

首 位 打 者

A伊藤 和 彦

B山皮日耳建―‐

本 塁 打 王

A鈴 木 正 美

カロ賀 F日 賢,台

B岐部 健  ‐

打 点 王

A・今 1頼 ,占 ―一

B山度吉=`イ建 ―

0.724
0.916

0.528
0.700

ル
‐人
〈
ム

八
月
　
中
高
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
協
力

十

一
月
　
粕
屋
郡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

18
26

盗 塁 王

A中 日半裕 之 (亀 山 )

B安 部 由郎 (鏡 )

最 多勝 利 投 手

A西 内 数 年

B池 内 千 年

リー グ優 勝
A亀 山 ロ ビ ン ス    0
B志 免四 ブ ル スカ イ  0

首位 打 者
Aイヂ藤 ′原一 (サ ンデース,  0
B牧 元 武 浩 (志免 四 ) 0

本 塁 打 王

A伊藤 慎 一 (サ ンデ ー ス )

鈴 木正 美 (サ ンデー スリ

B栗 山正 幸 (九産 交 )

打 点 王

A中馬 高 志 (別 府 二 )

小 島  弘 (別 府 二 )

B入 II信男 (志免 四 )

Ａ

Ｂ

【昭
和
六
十
二
年
】

二
月
　
志
免
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
創
立

十
周
年
記
念
式
典
ス
ポ
ー
ツ
大
会

二
月
　
町
長
杯
大
会
、
リ
ー
グ
開
幕

六
月
　
粕
屋
都
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加

八
月
　
中
高
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
協
力

十
月
　
水
戸
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十

一
月
　
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
協
力

８

１２

917
917

571
655

6

6

5

15
15
18

最 多勝 利投手
西内数年 (亀 山 )

サき ビョ劇
`(金

尭,

7-0
8-2

11-1

10-1
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体
協
正
式
加
盟

平
成
二
年
十
二
月
十
日
の
理
事
会
に

て
承
認
項
き
加
盟
致
し
ま
し
た
ｃ

当
協
会
に
は
五

つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り

ま
す
の
で
こ
れ
を
機
に
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
ｃ

各
ク
ラ
ブ
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

〈
ス
タ
ー
チ
ス
〉
　
　
　
　
竹
　
林

こ
れ
か
ら
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
す

オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
大

会
か
ら
公
式
種
日
と
し
て
認
定
さ
れ
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
、
今
後
、
脚
光

を
浴
び
る
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
す
．

カ
ラ
フ
ル
な
ウ

ェ
ア
に
身
を
包
み
、

ハ
ァ
ー
ン
バ
ァ
ー
ン
、
パ
シ
ッ
″
バ
シ

ッ
″
と
ラ
ケ
ッ
ト
の
音
と
コ
ー
ト
を
動

き
ま
わ
る
軽
快
な
姿
…
…
と
は
言

い
難

い
ス
タ
ー
チ
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
、
気
持

ち
ば
か
り
で
身
体
は
な
か
な
か
で
す
．

そ
れ
で
も
、
ス
ト
レ
ス
は
解
消
す
る

し
、
た
ま
の
食
事
会
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

以
外
の
話
題
で
盛
り
上
り
ま
す
。
そ
の

楽
し
さ
を
味
わ
う
た
め
に
、
練
習
日
は

朝
か
ら
テ
キ
ハ
キ
と
家
事
を
し
、
夕
食

の
仕
度
ま
で
済
ま
せ
、
体
育
館
に
集
合

す
る
の
で
す
。

ス
タ
ー
テ
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

は
、
西
地
区
社
会
体
育
館

（別
府
）
で

ヽ

′

l,D

毎
週
水
曜
、
土
曜
の
十
時
か
ら

一
時
ま

で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か

一

日
で
も
結
構
で
す
。
経
験
者
、
初
心
者

の
皆
さ
ん
、
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
て
下

さ
い
。

《志
免
Ｂ
Ｆ
〉
　
　
　
　
　
　
士
口
　
村

親
子
で
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
を
と
始
め

て
十

一
年
。
子
供
達
は
成
長
し
、
会
名

も

一親
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
」
か

ら

「志
免
Ｂ

・
Ｆ
」
と
改
め
、
現
在
の

平
均
年
令
は
四
十
？
才
ｃ
「永
く
続
け
る

に
は
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ニ
ト

五
名
の
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
あ

っ

た
練
習
で
楽
し
ん
で
い
る
。
全
員
が
揃

う
事
は
め

っ
た
に
な

い
が
、
親
睦
を
は

か
る
為
、
年

一
回
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、

忘
年
会
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
時
ば
か

り
は
、

い
つ
も
全
員
参
加
で
す
。

匝

ひ

と

こ

と

巨

●
夫
婦
で
共
通
の
趣
味
を
楽
し
む
。

一
人
息
子
か
ら
子
離
れ
で
き
た
。

こ
の
二
つ
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て

得
た
収
穫
で
す
。

（
Ｆ
）

●
太
り
す
ぎ
の
主
人
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
始
め
て
膝
が
痛

い
と
言
わ
な
く
な
り

毎
週
火
曜
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
あ
る
日
は
、
娘
達

が
家
事
を
手
伝

っ
て
く
れ
て

「
お
母
さ

ん
、
い
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
送
り
出

し
て
く
れ
ま
す
。
ご
夫
婦
の
方
が
多

い

中
、
私
は
シ
ン
グ
ル
で
す
が
、
皆
和
気

あ
い
／
ヽ
で

一
日
の
仕
事
の
疲
れ
も
シ

ャ
ト
ル
と

一
諸
に
飛
ん
で
行
く
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま
す
。
　

　

　

　

（
Ｔ
）

●
運
動
が
に
が
て
な
の
で
三
年
前
ま
で

は
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お

友
達
に
誘
わ
れ
て
主
人
と

一
緒
に
入
り

ま
し
た
。
殆
ど
の
方
が
ご
夫
婦
同
伴
で

皆
さ
ん
が
和
気
あ
い
／
ヽ
で
楽
し
く
し

て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
で
は
、

私
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
日
が
待
ち
遠
し

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
〉
　

　

　

　

桜

井

当
ク
ラ
ブ
は
、
発
足
し
て
十
二
月
で

丸
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
名
前
の
通
り
家
族
単
位
の
テ
ー
ム

で
、
夫
婦
で
の
参
加
者
は
現
在
六
組
を

数
え
、
年
齢
は
ベ
テ
ラ
ン
で
も
、
技
術

的
に
は
若
葉

マ
ー
ク
と
言

っ
た
テ
ー
ム

で
す
。

毎
週
土
曜
日
の
夜
、
東
地
区
体
育
館

で
八
時
か
ら
二
時
間
た

っ
ぷ
り
と
汗
を

流
し
て
ス
ト
レ
ス
の
発
散
を
は
か

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
毎
年
、
地
域
の
大
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
成
績
は
い
ま

一
歩

（
二
歩
か
も
）
で
す
が
こ
れ
に
こ
り
ず

に
、
こ
れ
か
ら
も
出
場
し
て
行
く
気
持

で
す
。
又
、
毎
年
、
年
末
に
は
家
庭
用

品
を
中
心
に
し
た
賞
品
で
力

い
っ
ぱ

い

試
合

（大
会
）
楽
し
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
会
員
の
方
の
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

〈
サ
タ
デ
ィ
〉
　
　
　
　
　
音
井
　
俊

我
が
（
サ
タ
デ
ィ
）は
下
は
小
学
生
か

ら
上
は
Ｘ
代
ま
で
と
年
令
層
の
広

い
ク

ラ
ブ
で
す
。
し
か
し
年
齢
は
気
に
せ
ず

毎
週
木
曜

・
土
曜
日
に
志
免
中
体
育
館

で
和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
し
て
い
ま
す
。

二
時
間
と
い
う
短

い
時
間
で
す
が
、
基

礎
練
習
を
し
た
後
ベ
ア
を
組
み
試
合
を

す
る
の
が
主
な
内
容
で
す
。
又
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
だ
け
で
な
′
ヽ
、
キ
ャ
ン
ブ
や

レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン

・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

通
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
を

は

か

っ
て

い
ま
す
ｃ

い
位
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

《
ラ

　
ぃフ

衛
藤

私
達
ラ
ブ
の
皆
ん
な
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
あ
る
日
を
楽
し
み
に
、体
育
館

へ
出

か
け
、
準
備
体
操
、基
礎
練
習
、
練
習
試

合
と
、
間
に
は
、
お
し
ゃ
べ
り
、
な
ど
／
ヽ

和
気
相
々
の
中
で
過
す
二
時
間
半
、
い

い
汗
を
た

っ
ぷ
り
と
か
い
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
る
時
、
指
導

し
て
下
さ
る
方
が
奥
の
深

い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
と
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
け
ど
そ
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
魅
力
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

練
習
は
、
東
地
区
社
会
体
育
館
で
、

毎
週
火

・
金
の
十
時
三
十
分
か
ら
十
三

時
ま
で
や

っ
て
い
ま
す
。

年
令
層
も
、
三
十
代
か
ら
六
十
代
と

幅
広
く
皆
で
楽
し
く
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や

つ
て
み
た
い
と

思
わ
れ
た
方
、
連
絡
下
さ
い
。
皆
ん
な

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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春
で
す
／
柔
ち
ゃ
ん
や
、
三
四
郎
君

の
出
番
で
す
。

新
部
に
な

っ
て
早
や
十
四
年
目
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
色
々
な
出
来
事
が

あ
り
、
最
初
の
頃
の
子
供
達
は
す

っ
か

り
大
人
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
活

躍
し
て
お
り
、
月
日
の
た

つ
早
さ
に
感

慨
し
ふ
け

っ
て
い
る
今
日
今
頃
で
す
。

さ
て
、
今
年
も
手
足
が
凍
る
様
な
季

節
を
過
ぎ
る
と
最
初
の
試
合
が
近
ず
き
、

一
気
に
体
も
動
き
や
す
く
な
り
、
稽
古

に

一
段
と
力
が
は

い
り
ま
す
。

久
々
に
女
子
部
も
増
え
て
盛
上

っ
て

お
り
ま
す
。

健
康
を
楽
し
む
太
極
拳

鈴
木
　
由
紀
子

私
共
、
か
ね
て
よ
り
提
唱
し
て
い
る

「太
極
参
の
体
協
加
明
工
運
動
」
に
、
我

が
志
免
教
室
も
そ
の
意
向
で
、
志
免
町

体
協
加
盟
に
つ
い
て
お
願

い
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
加
盟
承
認
の
報
せ

を
手
に
し
て
、
会
員

一
同
さ
ら
に
活
気

づ

い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
早
速
所
属
す
る

福
岡
太
極
拳
協
会
の
篠
原
会
長
に
よ
り
、

協
会
便
り
に

「福
岡
県
下
で
体
育
協
会

一
番
の
り
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
中
央

の
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
に
も
報
告
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

悠
久
三
千
年

の
歴
史
を
も

つ
、
中
国

黄
河
文
化

の
遺
産
と
も

い
わ
れ
る
す
ぐ

れ
た
健
康
法
で
あ
る
、
太
極
攀
の
極
意

は
、
身
体
と
精
神
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
と

教
え
ら
れ
、私
自
身
の
健
康
増
進
と
、
老

年
の
楽
し
み
に
と
始
め
た
太
極
拳
で
す

が
年
々
、
健
康
保
持
の
あ
り
が
た
さ
を

実
感
し
、
楽
し
み
な
が
ら
の
健
康
法
を

自
分
だ
け
で
な
く
、　
一
人
で
も
多
く
の

方
達
と
共
に
、
分
り
あ

い
た
い
と
思

い

平
成
元
年
四
月
、
南
里
町
長
や
町
職
員

の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
援
助
の
も
と
、

働
く
婦
人
の
家
に
て
教
室
を
開
講
さ
せ

て
い
た
だ
／
ヽ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
、
挙
歴
と
し
て
は
、

極
め
て
浅
く
、
技
術
的
に
も
こ
れ
か
ら

の
段
階
で
、
奥
が
深
く
限
り
な
く
追
求

で
き
る
、
従

っ
て
年
令
の
限
り
も
な
く

そ
れ
が
大
極
準
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
り

私
達
、
大
極
拳
愛
好
者
の
大
き
な
魅
力

と
も
な

っ
て
い
ま
す
。
年
令
問
わ
ず
と

い
う
こ
と
も
、
あ
り
ま
し
ょ
う
が
お
蔭

様
で
会
員
数
も
増
え
、
現
在
で
は
婦
人

の
家
の
他
、
町
民
体
育
館
、
東
地
区
社

会
体
育
館
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
五
月
十
二
日
、
町
民
体
育
館

に
於
て

「第

一
回
志
免
町
太
極
拳
の
集

い
」
を
開
催
、
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
（南
里
町
長
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
て
、　
一
日
お
付
合

い
い
た

だ
き
感
激

い
た
し
ま
し
た
。
）
こ
と
し
は

二
月
二
十
九
日
①
志
免
町
体
協
加
盟
の

祝
賀
記
念
と
し
て
、
「第
二
回
志
免
町
太

極
攀
の
集

い
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

私
達
は
、
太
極
攀
攀
友
の
和
と
、
輪

を
広
げ
る
為
に
、
い
っ
そ
う
努
力
し
、

健
康
で
明
る
く
、
楽
し
い
志
免
町
づ
く

り
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
と
願

い
、

こ
の
集

い
を
成
功
さ
せ
る
つ
も
り
で
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
、
太
極
拳
普
及
に
よ
ろ
し

く
お
願

い
致
し
ま
す
。
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志
免
弓
道
部
も
町
体
協
に
参
加
を
認

め
て
い
た
だ
き
、
部
員

一
同
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
尚

一
層
の
精
進
を
誓

い
ま
し

た
。
部
員
は
ま
だ
僅
か
で
す
が
、　
一
日

一
日
の
練
習
に
全
力
を
出
し
切

っ
て
お

り
ま
す
。
二
月
二
日
に
行
わ
れ
た
審
査

で
は
中
尾
さ
ん
が
四
段
に
見
事
昇
段
さ

れ
ま
し
た
。
私
共
部
員
は
、　
一
人
で
も

多
く
の
方
に
弓
道
を
始
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
が
、
弓
道
は

特
殊
な
武
道
で
先
ず
特
別
な
弓
道
場
が

必
須
の
条
件
に
な

っ
て
い
ま
す
ｃ
ど
こ

で
も
自
由
に
練
習
が
で
き
な

い
の
で
す
。

私
共
も
、
学
校
で
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
方
以
外
は
、
宇
美
の
弓
道
場
を
お
借

り
し
て
練
習
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
態
で
部
員
を
増
や
し
た
く
て
も
弓
道

教
室
を
開
催
す
る
に
も
制
約
が
大
き
い

こ
と
が
大
き
な
悩
み
で
す
。
志
免
に
も

弓
道
場
が
欲
し
い
″
こ
れ
が
部
員

一
同

の
願

い
で
す
。
な
か
な
か
簡
単
に
は
い

か
な
い
こ
と
も
わ
か

っ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
夢
な
の
で
す
。
そ
れ
と
も
う

一
つ
は
、
学
校
で
弓
を
執
ら
れ
た
方
、

他
の
町
で
手
ほ
ど
き
を
う
け
ら
れ
た
方

々
、
是
非
お

一
人
で
も
多
く
、
又
弓
道

を
お
は
じ
め
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
ｃ

お
仕
事
や
家
庭
に
お
は
い
り
の
方
々
の

中
に
も
沢
山

い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
生
涯
の
求
道
と
し
て
い
っ
し
ょ
に

お
け
い
こ
致
し
ま
し
よ
う
ｃ

出
逢

い
　
　
　
　
　
小
林

　

一
元

あ
る
日
曜
日
の
朝
の
こ
と
、
ぼ
ん
ら

り
と
し
て
新
聞
に
目
を
落
し
て
居
る
と
、

突
然
に
ワ
イ
フ
が
町
報
ら
し
き
も
の
を

見
せ
て
、
お
父
さ
ん
こ
れ
を
始
め
た
ら
…

云
は
れ
て
手
に
取
る
と
志
免
町
弓
道
教

室
の
紹
介
だ

っ
た
。

日出
嵯
に
頭
の
中
で

弓
道
は
女
や
年
寄
り
の
ス
ポ
ー
ツ
じ
ゃ

な

い
か
／
ま
だ
／
ヽ
俺
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
だ

っ
て
リ
ー
グ
で
は
三
割
を
打

つ
現

役
だ
ぞ
、
ゴ
ル
フ
に
し
て
も
二
百
ヤ
ー

ド
以
上
は
飛
ぶ
し
、

い
つ
で
も
九
十
代

は
キ
ー
プ
出
来
て
い
る
の
に
ま
だ
／
ヽ

年
寄
り
扱

い
さ
れ
て
た
ま
る
か
…
。

そ
ん
な
気
持
ち
が
先
き
立

っ
て
素
直
に

は
納
得
出
来
な
か

っ
た
。
ワ
イ
フ
が
私

の
心
の
内
を
見
透
し
た
様
に
ソ
フ
ト
だ

っ
て
ラ
グ
ビ
ー
に
し
て
も
自
分
ば

っ
か

り
意
気
込
ん
で
や

っ
て
い
る
け
れ
ど
若

い
人
が
沢
山

い
る
し
迷
惑
が
ら
れ
て
い

る
事
も
少
し
は
考
え
た
方
が
良

い
の
で

は
な
い
か
と
悟
さ
れ
る
。
面
と
向

っ
て

云
は
れ
る
と
事
実
で
あ

っ
て
も
腹
が
立

つ
も
の
、
思
う
に
俺
も
五
十
才
過
ぎ
、

残
念
な
が
ら
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
あ

る
日
教
室
に
入

っ
た
か
ら
と
云

っ
て
も

続
け
て
弓
道
を
す
る
か
否
か
は
別
と
し

て
と
前
置
き
し
な
が
ら
弓
道
教
室
に
参

加
す
る
事
に
し
た
。
教
室
に
参
加
し
て

見
る
と
相
像
し
て
い
た
様
に
集
ま

っ
て

居
る
の
は
女
子
が
多
く
て
や

っ
ぱ
り
か
、

そ
う
云
う
気
持
ち
が
先
に
立

っ
て
気
乗

り
が
し
な

い
ま
ま

一
日
が
終
る
。
そ
れ

か
ら
二

・
三
日
は
作
法
や
簡
単
な
動
作

ば
か
り
で
仲
々
弓
を
引
か
せ
て
く
れ
な

い
、
何
日
目
か
に
射
場
に
出
て
的
に
向

い
弓
を
引
く
事
に
な

っ
た
が
緊
張
感
も

あ

っ
て
肩
に

一カ
」
ば

っ
か
り
入

っ
て

七

・
八
キ

ロ
の
弓
が
思
う
様
に
引
け
な

い
、
的
ま
で
は
二
十
八
メ
ー
ト
ル
と
目

と
鼻
の
先
、
矢
は
十
四

・
五
メ
ー
ト
ル

も
飛
ん
だ
だ
ろ
う
か
？
顔
は

ハ
ジ
き
手

は
打

っ
て
青
く
な
り
面
白
く
も
何
と
も

な
い
、　
一
本
も
的
に
当
ら
ず
じ
ま
い
で

一
ヶ
月
の
弓
道
教
室
が
ア
ッ
と
云
う
間

に
終

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
・三

週
間
後
や
る
か
ら
に
は
人
並
以
上
に
上

手
に
な
り
た

い
し
練
士
教
士
を
夢
に
頑

張
る
ぞ
／
と
決
心
を
し
て
入
部
を
決
断
、

初
め
の

一
。
二
ヶ
月
は
外
の
遊
び
は
中

止
し
て
多
少
仕
事
も
犠
牲
に
し
て
で
も

弓
道
場
に
足
を
運
ん
だ
が
仲
々
力
が
抜

け
ず
思

っ
た
方
向
に
は
矢
が
飛
ば
な
い
。

あ
せ
り
と
い
ら
だ
ち
と
が
続

い
た
頃
に

初
め
て
矢
が
的
に
的
中
し
た
、
あ
の
時

の
音
の
快
感
と
心
地

良
さ
は
二
年
た

っ
た

今
も
耳
に
残

っ
て
い

る
ｃ
弓
を
引
く
前
は

極
め
て
簡
単
に
思
え

た
も
の
が
月
日
を
重

ね
る
に
し
た
が
い
基

本
の
形
さ
え
も
今
だ

出
来
な
く
難
か
し
い
。

ま
し
て
や
的
に
的
中

さ
せ
る
事
は
十
回
に

一
。
二
回
あ
る
か
無

し
か
、
二
年
を
過
ぎ

た
今
頃
、
弓
道
の
奥

の
深
さ
と
難
か
し
さ

を
知
り
、
弓
道
に
出

逢

っ
た
こ
と
は
私
の
人
生
を
変
え
る
程

の
も
の
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

中
尾
　
寿
恵
美

私
は
学
生
時
代
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
大

好
き
で
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
来
ま

し
た
。
就
職
、
結
婚
、
子
育
て
と
年
月

が
過
ぎ
子
育
て
に
も
手
が
か

ヽ
ら
な
く

な
り
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
様
と
思

い
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
や
３
Ｂ
体
操
を
し

ま
し
た
。
仲
々
体
の
方
が
云
う
事
を
き

い
て
く
れ
な
く
や

っ
と
慣
れ
て
来
た
と

思

っ
た
ら
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
り
皆
さ
ん

に
迷
惑
を
か
け
、
も
う
走
り
廻
る
様
な

ス
ポ
ー
ツ
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
し
た
ｃ

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
宇
美
で
弓
道
教
室
の

事
を
姉
か
ら
聞
き
早
速
入
部
し
ま
し
た
。

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
云
え
る
事
で
す

け
ど
弓
道
は
特
に
礼
に
始
り
、
礼
に
終

る
と
云
う
様
に
礼
を
重
じ
ま
す
。
最
初

は
矢
は
的
に
当
れ
ば
そ
れ
で
よ
じ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
年
月
が
経

つ
に
つ
れ

「射
品
、
射
格
」
が
身
に
つ
い
て
こ
そ

初
め
て
弓
道
と
云
え
る
の
で
は
な

い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
様
な
射
が
出
来
る
様

に
な
る
の
は
、

い
つ
の
事
か

一
生
わ
か

ら
な

い
ま

ヽ
終
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け

ど
…
…
。
い
く

つ
に
な

っ
て
も
弓
は
引

け
る
と
い
う
こ
と
．
姿
勢
が
良
く
な
る
。

一
人
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
弓
道
場
が

あ
れ
ば
で
き
る
と
云
う
事
で
す
ｃ
こ
ん

な
弓
道
と

一
生
お
つ
き
合
し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
ｃ
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（向
ヶ
丘
）
安
部
　
賀
寿
雄

居
合
道
入
門
書
に

「
居
合
と
は
己
を

完
成
す
る
た
め
に
、
日
本
刀
を
用
い
て

心
身
を
鍛
練
す
る
体
育
で
あ
り
、
刀
の

操
作
で
あ
る
」
。
こ
の
様
に
書

い
て
あ
り

ま
す
。
修
業
の
浅

い
私
共
凡
人
に
は
、

そ
の
意
と
す
る
こ
と
は
理
解
し
に
く
い

の
で
す
が
、
心
身
の
鍛
練
や
精
神
修
養
、

礼
儀
作
法
、
練
習
後
の
満
足
感
等
は
、

あ
る
程
度
理
解
出
来
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
先
ず
、
難
し
い
こ
と
は
別
と
し

て
、
気
軽
に
老
若
男
女
を
問
わ
ず
人
間

出
来
ま
す
し
、
三
段
位
ま
で
は
模
造
刀

で
十
分
だ
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
気

軽
に
道
場
見
学
に
で
も

い
ら
し
て
下
さ

い
。
そ
し
て
互
に
イ
イ
汗
を
流
し
ま
し

よ

つヽ毎
週
土
曜
日
　
十
八
時
～
二
十
時

町
民
体
育
館

毎
週
日
曜
日
　
十
六
時
～
十
八
時

桜
丘
共
同
施
設

連
絡
先
　
容
九
二
六
―

一
六
四
八

佐
藤
　
和
也

―睦装 _ ^_■

-" i'it.*

写真2. 互の礼 写真e 刀礼

香
月
　
淳
也

我
々
、
志
免
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

は
、
昨
年
十
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の

新
前
ク
ラ
ブ
で
す
。

部
員
は
約
二
十
五
名
．
中
学
生
か
ら

バ
ハ
さ
ん
ま
で
と
幅
広

い
年
齢
層
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
数

ヵ
月
で
す
が
、発
足
以
来
、

町
民
広
場
と
志
免
東
小
学
校
に
お
い
て

毎
週
二
回
の
練
習
を
欠
か
す
こ
と
な
く

現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
並
自段
は
、
基

礎
的
な
ブ
レ
ー
の
習
得
を
第

丁
と
し
常

に
声
を
出
し
、　
＾
生
懸
命
走
る
事
を
心

掛
け
て
部
員
全
員
で
サ
ッ
カ
ー
を
理
解

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
．
十

１
卜
五
名
の
毎
日
の
参
加
者
に
よ

っ
て

内
容
も
充
実
し
て
き
て
お
り
、
な
か
な

か
の
盛
り
Ｌ
が
り
よ
う
で
す
。

ま
た
こ
れ
ま
で
に
、
休
日
を
利
用
し

て
対
外
試
合
を
四
試
合
行

い
、
四
勝
○

敗
と
好
調
な
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
甘
え
る
事
な
く
、
今

後
も
練
習
に
磨
き
を
か
け
て
、
機
会
が

あ
れ
ば
数
多
く
の
対
外
試
合
を
こ
な
し

て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
．

尚
、
今
年
は
日
本

ァ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ

ー
グ

（
Ｊ
リ
ー
グ
）
開
催
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
我
々
の
中
に
も
か
な
り
の
レ

ベ
ル
を
備
え
た
部
員
が

い
ま
す
の
で
、

フ
ロ
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
も
ら
う

つ

も
り
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て

「
明
る
く
元
気
よ
く

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
者
の
集
団
」
を
モ

ッ
ト
ー
と
す
る
我
々
は
、
中
学
生
以
上

の
十
ソ
カ
ー
愛
好
者
を
も

っ
Ｌ
も

っ
と

増
や
し
た

い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

経
験
、
未
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
そ

の
人
に
対
応
し
た
指
導
を
致
し
ま
す
．

ま
ず
は
広
場
に
見
半
に
来
て
下
さ
い
。

残
念
な
が
ら
中
学
生
以
下
で
興
味
を

も

っ
て
く
れ
た
み
ん
な
に
は
、
当
ク
ラ

ブ
で
現
在

「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を
開

い

て
、
指
導
と
親
睦
を
は
か
ろ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。
年
内
に
二
回
は
開
催
し

た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ

て
参
加
し
て
下
さ
い
．

こ
れ
か
ら
も
私
達
は
、
健
康
の
維
持

に
努
め
、
健
全
な
指
導
の
基
本
練
習
に

励
み
た
い
と
思

い
ま
す
．

当
ク
ラ
ブ
の
細
詳
は
、
部
長
ま
た
は

監
督
ま
で
ご
連
絡
ド
さ
い
。　
一
人
で
も

多
く
の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
良
詔
夫
ａ
九
二
六
―
〇
六
八
〇

香
――
淳
也
壼
九
二
五
―
九

＾
九
九

1●ラな■
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第
４０
回

粕
屋
郡
民
体
育
大
会

成
績

一
覧

◇
団

体

の

部

（陸
　
　
上
）

一
般
女
子
　

一

青
年
男
子
　
一二

総

　

〈
口
　
二

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

一
般
男
子
　
一二
　
　
位

一
般
女
子
　
一
一　
　
位

青
年
男
子
　
一二
　
　
位

青
年
女
子
　
一
一　
　
位

（剣
　
　
道
）

青
年
男
年

　

一

（庭
　
　
球
〉

軟
　
　
式
　
一二

硬
式
男
子
　
一
一

硬
式
女
子
　
一

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

一
般
男
子
　
一
一　
　
位

一
般
女
子
　
一二
　
　
位

一 相

般 撲

位 位 位位   位 位 位   位

◇
個

人

の

部

（卓
　
　
球
）

一
般
女
子

池
田
知
代

（
二
位
）

深
町
美
津
子
（三
位
）

杉
本
美
喜
子
（三
位
）

（剣
　
　
道
）

３０

才

代
　
本
田
豊
次

（
二
位
）

４０

才

代
　
長
澤
利
信

（三
位
）

５０

才

代
　
飯
田
　
誠

（三
位
）

６０
才
以
上
　
川
口
俊
盛

（
二
位
）

植
上
英
昭

（三
位
）

◇
公

開

競

技

（ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

一
般
男
子
　
一
一　
　
位

各
種
大
会

・
教
室
等
に

ぜ
ひ
ご
参
加
を
／

⌒予
定
）

※
詳
し
く
は
各
部

・
協
会

ヘ

〔バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
〕

５
月
　
第
１８
回

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

６
月
　
第
１８
回

春
季
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

７
月
　
第
１６
回

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
１２
回

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

１１

月

一
　

第

４

回

秋
季
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

〔硬
式
テ
ニ
ス
協
会
〕

４
月
～
６
月
　
春
季
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

６
月
　
町
内
大
会

９
月
～
１１
月
　
秋
季
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

Ｈ
月
　
町
内
大
会

〔相

撲

協

会
〕

６
月
～
１１
月
　
相
撲
教
室

〔ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
〕

８
月
　
第
１３
回

ジ

ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
〈
〈
ム

Ｈ
月
　
第
４
回

成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〔卓
　
球
　
部
〕

７
月
　
第
４
回
卓
球
大
会

〔剣
　
道
　
部
〕

８
月
　
暑
中
稽
古
会

１０
月
　
岩
崎
神
社
剣
道
大
会

１
月
　
寒
中
稽
古
会

〔バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〕

２
月
　
志
免
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
会

〔弓
　
道
　
部
〕

５
月
～
６
月
　
弓
道
教
室

〔サ
ッ
カ
ー
部
〕

５
月
　
サ

ッ
カ
ー
教
室

Ｈ
月
　
　
　
ク

〔太
極
拳
友
会
〕

６
月
　
中
高
年
特
別
講
習
会

１１
月
　
野
外
講
習
会

〔バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〕

４
月
　
体
協
入
会
記
念
大
会

第
４１
回

粕
屋
郡
民
体
育
大
会

ｏ
と
　
き
　
８
月
９
日
（
日
）

○
主
会
場
　
士心
免
町

開
催
競
技
　
陸
上
、
バ
レ
ー
全
種
日
、

剣
道
、
硬
式
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト

テ

ニ
ス
、

ソ
フ

ト
ボ

ー

ル

郡
内
８
町
の
選
手
が
、
日
頃
の
鍛
錬
を

競
う
郡
民
体
育
大
会
が
、
右
記
の
と
お

り
行
な
わ
れ
ま
す
．

皆
さ
ま
の
応
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
ｃ

第
３５
回

福
岡
県
民
体
育
大
会

（
秋
季
大
会
）

○
と
　
き
　
９
月
２０
日
（日
）
～

２１
日
（月
）

○
と
こ
ろ
　
筑
豊
地
区

４
月
～
Ｈ
月

女
性
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

４
月
１２
日
　
歩
こ
う
／

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

５
月
　
　
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

６
月
２８
日
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
大
会

８
月
２
日
　
中

・
高
校
生
球
技
大
会

１０
月
１８
日
　
町
民
大
運
動
会

１１
月
８
目
　
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会

１１
月
２２
日
　
武
道
大
会

５

年

２

月

７

日公
民
館
対
抗
綱
引
き
大
会

町
民
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
催
し
を

行

っ
て
い
ま
す
ｃ

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

編
集

後

記

昨
年
、
発
足
二
十
周
年
を
迎
え
、
こ

の
志
免
町
体
育
協
会
二
十
周
年
記
念
体

協
だ
よ
り
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
ｃ
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と

思

っ
て
お
り
ま
す
ｃ

今
後
も
、
会
員

一
人
ひ
と
り
が
町
民

の
社
会
体
育
、
生
涯
教
育
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
づ
く
り
の
活
動

源
と
な
り
、
ま
た
こ
の
広
報
が

一
役
を

に
な
う
な
ら
ば
幸

い
で
す
。
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一緒にイイ汗流しましょう/
(入部希望者は下記までご連絡を)

ザ ヽ

午前 7時～ 8時 志 免 中 学 校
♭ι女子  りIJ t女

`'935-1001

課
`し

 く
'舌

重カ
ーする二妻・を |]“Jと し

て い ま す ^成 人 男 、女 慕 集 中 4′

午後 8時～ 9時半 `1女
li  千中月

`で
'1)35 83()4

青年男子、女子一緒に走ろう
`′

午後 8時～10時 中 央 小 体 育 館
中山
で
'935-

孝一
1001 部員、募集中/′

午後 6時～ 7時半 志 免 中 武 道 場
1‖ ||1 人 ‐

23,935-6445
了

ま
5
き

以 11場 女 を 問 わ す 洲 人 で

ヽ
~.、

午―イ髪 5日寺～ 9H寺
生Fイ麦 5時 ～ 7時 町 民 体 育 館

本|II 豊次

`:,935-2995午 後 5時 ～ 8時
ク 5時 半ヽ7時 半土

火 ‐本
南  /」  ヽ イ本 育  館

月||] イ麦上■
25,936-()821

剣道 で さわや かな汗 /
年齢 を問 わず、 お気軽 にご参
加 くだ さい。

午前10時～12時 1黄

ト
イ
`と

    す場1日

'J奏

    青EL_l
2'935-1001

体 力増進 とス トレス解消 に楽
しく汗 を流 しま し tう ^

午前 9時半～12時半 総 合 ス ポ ー ツ 公 園
中 牟 |‖ 修 身
t'935-1001

青 空 の |ヽ 、 思 い 切 り 11球 を ij
と う_ 許|`[」 !II:4′

午 後 6日寺～ 9H寺
午 後 6時 ～ 8時

日1   lt   f本    ｀
育・   食官

桜 丘 共 同 利 用 施 設 体 育 館
l‖ :不 ll  '〕 券

=ヽて,1)35 1789
体 力 増 強 に 女 性 の 方 は 美 と健
康 に 人、会

'‐

お 待 ち し ま す ^

午後 5時半～ 7時 岩 崎 神 社 横 相 撲 場
吉村 定 935-2367

11:利 良末 935-1001

す も うに興味 の ある方 お気軽
に ど うぞ。

午 後 6日寺～ 8日寺
年―後

`I蜂
-6時

町 民 体 育 館
桜 丘 共 同 利 用 施 設 体 育 館

イ41,体  「 |1也
2ヨ:936-1648 きたえよう心と体。

午後 7時40分～10時 志 免 中 卓 球 場
1碇  俊 行 中・

`:,935-2528
午後 7時40分～10時 杉 本 美 喜 子

`'62〕
-1662

卓球を通じ、素晴らしい思い

出を残して見ませんか.′

西 小 運 動 場
中 田卜 :意 _

2コ,935 8974

中 央 小 運 動 場
||li 4<  lll)七
2ヨ,935-()923
711111   下ザi

で
'935-8053

西 小 運 動 場
′」ヽま,   引、

`:'935-6476
中 央 小 運 動 場

′′.(り II  ,文
=ヽ

`:ヽ

936-0649

南 小 運 動 場
|lt下 |」  II」〕月

`:,936-4255ナF」1  4疹

`:'935-2563
東 公 園 グ ラ ン ド

中 央 小 運 動 場
(王 4自   イ青

`'935-4207青 出  宏 生
Z,936-0017
巣 山  止 幸
て
'935-2211

西 小 運 動 物
山 村  芳 雄
2雪,621-3115

東 小 運 動 場
:11`た 保 |II 勉
2コ:935-3465

南 小 運 動 場
ユ
14に11 ィ午i笈

t,935-9011

町民の皆さん一緒にグランド

を走 り回りませんか。

各チーム共皆様のご参加をお

待ちしています。

社会人の方ならば誰でも、加

入できます。

リーグ戦開幕 (前期)

成人ソフト大会

勤労女子ソフト大会

ジュニアソフト大会

リーグ戦 (後期)

町長杯 トーナメント大会

午後 7時半～午後 9時半 志 免 中 体 育 館
豊 福  玲 r
t:,925-3068 を

フ レ シュな貫女ヘ バ レーホ
してみ ませ んか″

中
南

館
館

りξ 4ヽ  イ本  :千事
イヽ   イ本  子事

田 遂 比 都 美

`:,936-0353

活 気 あ ふ オ■る マ マ さ ん ば か り
貴 女 も ど う ぞ ′′

午後 8時～午後10時 南 小 体 育 館
オ木 た か j′

―
■ヨ,936-4152

維 持 す
で 汗 を

今 σヽ:〉 千本力 を
レー ボ ー ル

るため にバ

午後 7時半～午後 9時半 東 館
館

ノ」ヽ  イ本  驀事妻
免 中 体 育

吉 原 と よ 子
23,935-1526

好 き な 貫 女 /
―
す て,

バ レーボー ルの
お待‐ちしてい ま

西 地 区 社 会 体 育 館
堤:   者|`イ

´

て,611-2594
連 勤 不 足 解 消 の た め に 、 一 緒
に い い 汗 を か き ま し ょ う /′

東 小 体 育 館
上 田 久 美 子

`:'936-1254
美

フ レッシュマ
……汗 かいて

集 まれ _′

しくなろ う

志 免 中 体 育 館
|:」

j卜「| 「刀イ=t
で
'986-364(D

随 時 部 員 募 集 し て い ま す 。
お 気 軽 に ご 一 報 を _′

午後 8時～午後10時 志 免 東 小 体 育 館
〒LIオ |  `:ヽ ∫‐

てヽ 935-5188
頑張 る シニ アチー ムです。
～ 気ままに練 習 してい ます～

秋 田 由 希 i
t:'935-7156 若者よ集 まれ

`′生 田   進
でヽ 935-9924 若者よ集 まれて′

午 後 5時 ～ 午 後 7時 半
イ旦 し L_日翌 日

`ま

3日寺～ 6日寺 東 地 区 社 会 体 育 館
荒 牧  裕 樹
を
'935-1001

楽 しく活動す る事 を目的 にガ
ノバ ンテい ます。

5
日程

午 後
イ旦 し L

時 ～ 午 後 7時
日 ιま 1日寺‐～ 3日寺 南 小 体 育 館

高 橋  政 治

`■
936-1900

ス ポ ー ツ が 好 き に な る子 を育
て ま す 。気 軽 に お い で くだ

午後 5時～午後 7時 東 小 体 育 館
中筋  宗 T]

`:'935-6100

明 る く、楽 しいバ レー をモ ッ
トー に _′

中 央 小 体 育 館
古 賀   哲
を,935-0023 元気いっぱいガンバリます。

午前10時～午後 0時

午後 7時～午後 9時

午前10時～午後 0時

宇 美 町 立 弓 道 場
二田 敏子

2:'935-2481

午後 8時～午後10時 東 地 区 社 会 体 育 館
大 隈  孝 人
を
'935-3746

午前10時半～午後 1時 衛 藤  昭 子
7ヨ,935-7999

午後 7時半～午後 9時半 志 免 中 体 育 館
吉■|
でコ,9315-4025
森 中 よ り子
7:,936-3834午後 8時～午後10時

午前10時～午後 1時 西 地 区 社 会 体 育 館
竹 林  道 F

`:,986-1831相 良  八 郎

`:,935 8887午 後 ■時 ～ 午 後 4時
午 後 6時 ～ 午 後 9時

困丁
東

ナ易
メ易

民   広
小  揮  動

村l fl  言召夫

`:,936-0680午 後 7時 ～ 午 後 9時
午 前 10時～ 午 後 0時

東 地 区 社 会 体 育 館
日T 民  イ本  育  館

鈴 本 出 紀 子
7:,935-8818

新規加人ですので

会員大募集 /

初心者大歓迎
`′
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練 習 日

毎H第 111曜 ||

陸 上    部
毎週人・本

バスケットボール部 本

柔   道   部

心 正 会
,」 ・ 刀く・ :(1

■:」 .I■|li 六1.・1■ 1
剣 道 部

桜 武 館 人 。本・土

硬 式 テ ニ ス 協 会

ソ フ トテ ニ ス

空  手
グく‐イヽ ‐■1

ナ11 ・ `ヽ

_た l

il

人 ,本・上
卓   球   部

亀 山

大

サ ン デ ー ス
1畿李
|=i・

,裁

日

K 日

南  志  免 日

イ ー グ ル ス

志  免  四 日

志  免  五 目

九 州 産 交 目

鏡 日

ソ

フ

ト

ボ

マ イ ンズ志 免 火・金

ミ ラ ク ル ズ 月・令

泉 桜 」(

ス マ イ ル 火・令

鏡 火・上

水・金

志免四ミリレキ■| 月・」(

公 友 会 マ マ 月 。本

公 友 会 女 子 月・本

一
　

般

　

の
　

部

公 友 会 男 子 火・本・土

志免男子ジュニア 同・本・土

ボ

協

バ
一
一
レ

志免南小ジュニア

志免東小ジュニア 月・水・:金

小
学
生
部

志免中央小ジュニア 人・令

初 心 者 火

中級者以上 ガく弓道 部

有 段 者 金

土

火・金

火

l歳 ント 木・土

照 水・上

バ

ド
ミ

ン
ト

ン
サ

志免フッ :■

太  極


